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雨や雪をしっかり防ぐ
フード。

フードが外れないように占
めることのできる紐。丸い
皮がストッパーになる。

便利な胸ポケット。メモや
コンパス、ちょっとした小物
を潜ませておける。ベルクロ
で止めるフラップは、手袋
をしていても開けやすい。

大容量のポケットは、あれこれ
入れられるのでとても便利。
フラップは胸ポケット同様ベル
クロ仕様。

ポケットの裏側には、手袋した
まま手を入れることのできるハ
ンドウォーマーが付けられて
いる。このハンドウォーマーは、
野外では大活躍する。

前開部分はジッパーとボタン
でしっかりと留めることができ、
雨風をしのげる。

60/40クロスが使用され、防
水性や揮発性が確保される
機能的なパーカーとなって
いる。

袖部分はベルクロでしっかり
止めることができる。

防風のための内翼。
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特集
アウトドア・ものローグ
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僕が高校時代、雑誌ポパイが創刊され、そこ
に登場するカリフォルニアの若者の生活の、底
抜けに明るい生活にずいぶん憧れたものだった。
創刊されたポパイに登場するキーワードとして、
「アウトドアライフ(野外生活）」、「ウエスダ
ネス（人の手の入っていない土地）」、「バッ
クパッキング（バックパックを背負って徒歩で
野山を旅すること）」、「ヘビーデューティー
（酷使に耐える、頑丈な）」など、当時の僕ら
には耳慣れないものが目白押しだった。

1970年代後半、日本のアウトドアライフはま
だまだ登山を基本としたハードなものと、高尾
山へハイキング的なソフトなものと完全に二分
されていて、さらに、登山なら登山、釣りなら
釣りという具合に、目的が特定され、硬軟取り
混ぜたあれこれ楽しんでしまうアメリカ発のア
ウトドアライフとは大きな隔たりがあった。

もちろん、新しい物好きの僕らが、そんな魅
力的な響きを持つ言葉を実体化した素敵なあれ
これに、すぐに飛びつかないわけがなかった。
もともと小学校低学年からボーイスカウトに入
団していた僕にとって、アウトドアライフの基
本はすでにそこで学んでいた。そんな下地も
あったからか、すんなりと仲のいい友人達とア
ウトドアライフを満喫する日々を過ごすことに
なるのは必然だったし、それらが僕らの遊びの
中心に据えられたのは言うまでもない。

アウトドアライフに包含される様々な素敵な
遊びに出会ったおかげで、10代後半から30代前
半までの時期は、本当に充実していたわけで、

僕という人間形成の大きな部分は、このアウトド
アライフにインスパアされたものだった。

インスパイアといえば、これらの遊びには師匠
とでもいう何人かの大人たちの影響があった。

もっとも大きく影響を受けたのは、八ヶ岳山麓
甲斐大泉でペンションをしていた加藤則芳さん。
角川書店で片岡義男氏の編集者をしていたが、会
社を退職し、ドンキーハウスというペンションを
建てたのだ。たまたま片岡さんのラジオ番組に加
藤さんが登場したのを聞いていた僕らは、すぐに
ドンキーハウスを訪問し、ドンキーハウスが閉じ
るまでの間、何度も通い詰めた。加藤さんは、ペ
ンションを畳んだ後も、6年前に病気で逝去され
るまで、米国のロングトレイルを紹介するなどア
ウトドアと密接に関係する仕事を続け、日本を代
表するバックパッカー兼アウトドア作家となった。

もう一人は、釣り人であり、作家だった芦澤一
洋氏。『遊歩大全』というバックパッキングの教
科書を日本に紹介するとともに、自らも『バック
パッキング入門』など何冊もの書を世に出した。

さらに、カメラマンの佐藤秀明氏。片岡作品の
表紙を多く手掛け、ドンキーハウスの常連でも
あった。直接何度か写真の撮り方を教えてもらっ
たが、今なお、あんな風に写真は撮れない。

その他にも、ドンキーハウスを中心に作家の
C.W.ニコル氏、われら怪し探検隊の椎名誠氏、カ
ヌーイストの野田知佑氏、そして片岡義男氏など、
多くの遊び上手な大人たちが師匠だった。

そんなアウトドアライフな時代を過ごせたこと
は、僕にとって最高に素敵な宝物になっている。

長野県の戸隠キャンプ場にて
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ときには星の下で眠る

綺麗に晴れた美しい一日だった。日差しが輝
いて、風の煌く午後が終わり、夕方の時間へと
入って行きつつあった。

林道から渓流に沿って林の中へとオートバイ
を進めているうちに、今晩一晩を素敵に過ごせ
そうな小さな場所を見つけることが出来た。渓
流よりも一段高くなった、林の端の平坦な
ちょっとした空き地だ。オートバイを止め、サ
イドスタンドを出し、車重をそれに預けると、
僕はキーを引き抜きジーンズのポケットに放り
込んだ。単気筒の低いエキゾーストノートが止
むと、小鳥の声があちこちに聞こえた。

張り終えたテントの前でコーヒーを沸かしな
がら、吹いていく風をしばらく楽しんだ。草色
のセーターを肩にはおって丁度いいくらいに空
気が冷えている。片手をジーンズのヒップ・ポ
ケットに突っ込んだまま、アウトドア用のコン
パクトストーブのノズルを閉じると、今まで対
流しいていた周りの空気が完全に静止したよう
感じになった。一杯目のコーヒーが今湧き上
がったのだ。

コーヒーをシェラカップに注ぎ、フレッシュ
でとても熱いコーヒーの最初の一口を啜った。
コーヒーの湯気の向こう側に渓流がきらきらと
輝き、周りの林からはさっきまで鳴いていた鳥
の声に替わってヒグラシの物憂げな鳴き声が聞
こえてくる。林と林の間にぽっかりとあいた暮
れ色の空には、夏の名残の雲が浮かんでいた。

こんな静かな空間を独り占めするのは、なん
と贅沢なことなんだろう。こんな時間が僕はと
ても好きだ。吹き抜けていく少しの風がとても
心地良かった。この風にも、秋行く季節の、一
番最初の前触れがはっきりと感じられた。

風を感じるには、オートバイが一番だ。ここ
へ来る途中、ふんわりとした午後の時間を、僕
は一人で峠に向かってオートバイを走らせ、登
り坂になっているS字型のワイングロードを綺
麗にこなしながら、夏の薫りを残している風を
十分楽しんだ。時折ヘルメットの中にまで飛び
込んできたりする。これは、車のようにスペー
スごと移動している状態では絶対に感じること
のできないものなのだ。外界とは遮断された車
の内部から見るテレビ画面のように切り取られ

た光景は、どうしても退屈で意味のないものに
なってしまう。ところが、オートバイの場合は、
自分が風景の中にむき出しのまま放り出されて
いる。自分を包む空気が、そのまま空に続いて
いるのだから、開放感が充実している。足を伸
ばせば大地に足がしっかりと着く。そして、
カーブを一つ曲がるごとに冷たくなる空気やす
れ違ったオートバイが作る微妙な空気の流れを
当然身体の表面の感覚で素直に感じることが出
来るのだ。

オートバイに乗る楽しみのもう一つは、時々
単気筒のオートバイに乗った女性がVサインと
共にヘルメットのシールド越しに笑顔を送って
くれること。それだけで上等な気分になれると
いうものだ。

そういう過程を経ることによって、都会から
自然の中へ入っていったときの精神的ギャップ
を埋めることができるというわけだ。

オートバイの脇に設えたテントの前で、僕は
夕食を作った。ここに来るまでの道程で、少し
だけ遠回りをして寄った自家製のパンを焼いて
いる店のパリパリのバケット、すりつぶして煮
込んだジャガイモのポタージュ、厚切りのハム
と、炒めたシメジとほうれん草のソテー、いつ
も行くフランス惣菜屋で買ったパテ。そして現
地調達した野菜サラダという手軽なメニューだ。

ゆっくりと時間をかけて味わっているうちに、
あたりはもう暗くなっていた。渓流の上にある
空には、無数の星が輝いている。昔学校で習っ
たいくつかの星座の形を星の群れの中に見つけ
ることができた。

時間が経過するにつれ、星の数もより増し、
天の川が林上にかかった。星明りの洪水を見上
げながら、僕は様々なことに思いを馳せる。こ
んな自然の中にいると、その不可思議さや偉大
さを思わずにはいられない。まず、都会の中で
の時間の感覚を根本から覆される。最初の一時
間が三時間ぐらいに感じ、次の一時間が10分ぐ
らいに感じるなんてことがしばしばあるのだ。
感覚の次に思考も時間を超越したことへと向
かっていく。

例えば、こうして見上げた星を思う。はるか
なる時と空間を越えて、その光を僕に浴びせて

道後温泉本館神の湯
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いるのだ。僕の目の中で認識した光は、何億年
も前に星から放出されたものかもしれない。だ
から、この瞬間、その星の実体はすでに存在し
ないことだってあるわけだ。そんなはるかなる
ことをぼんやりと考えていると、ふと自分が見
えてきたりする。

自分を見つける作業のためにあったはずの大
学という人生の執行猶予の間には、結局自分を
見つけることなど出来なかった。にも拘わらず、
そんな自然の中にいると、自分が何をしたいの
か分かったりする。それを僕が自然の中に駆り
立てる理由の一つかもしれない。

僕は、渓流に流れ込む湧き水を汲みコンパク
トストーブで沸かした。沸いた湯で今度はダー
ジリンを入れた。マスカテルフレーバーを思い
切り旨に吸い込む。僕は土曜の良く晴れた午後
には、時々近くの山や海にオートバイで出かけ
る。そんな時はいつもデイパックにストーブや
シェラカップとともに自分でブレンドしたコー
ヒーやヌワラエリアを詰めて行く事にしている。
ヌワラエリアの香と午後の空気がとても似合う
気がするからだ。だけど、小さなガスランタン
の火を見ながら飲む熱いお茶として、このダー
ジリンオータムナルに勝るものはない。

ゆっくりと、眠りに付くまでの時間をこうし
て無数の星を見ながらすごす。肩に羽織った
セーターに袖を通し、ダウンベストを重ね着す
ると、顔と手に触れる空気だけが冷たかった。

一週間のうちのほとんどの朝と夜がおなじも
のであるというのは、僕にとって苦痛だ。その
上、週末を家でごろごろ過ごすなんていうのは
拷問に近い。都会のやたら人のいる場所が苦手
な僕にとって、そんな拷問のような状況から抜
け出すということは、自然の中へ、風や光のな
かへ出て行くことなのだ。

冬はクロスカントリースキーで森の中を歩き
まわり、動物の足跡や真っ白な風景を楽しみ、
春から秋にかけては野や山を彷徨したり、オー
トバイを駆って自然を満喫する。ロッド、フラ
イ、ビノキュラー、それにお気に入りのカメラ
などをもっていけば、思いがけず出会った渓流
で釣りが出来たり、見知らぬ鳥を見つけること
だって出来てしまう。木にハンモックをかけ、

道後温泉本館神の湯

のんびりとした時間の中で、好きなハードボイ
ルドを読むことだってとても素敵なことだ。眠
くなったらそのまま寝てしまえばいい。そして、
こんなことを通じておなじように自然を愛する
友達に出会うこともできる。彼らと森の中のペ
ンションで薪ストーブの燃える音をBGMに語り
合ったりすることも、また楽しいひとときだ。

初秋の冷気をパートナーに、夜が僕の周りで、
舞った。ランタンの灯りを消してシュラフの中
にもぐりこむ。渓流の音だけが自然の空気のよ
うに聞こえた。自然の中に住むのは無理かもし
れない。都会の中で生活しているから、こんな
に自然に足が向くのかもしれない。理由はどう
であれ、ときには星の下で眠りたいと思う。新
鮮な朝の空気のもとで、その日一杯目のコー
ヒーを美味しく飲む、ただそれだけのためにで
もだ。

社内報『道程』（1983年6月）より
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ヘビーデューティーな
ファッションで外に飛び出す
米国で生まれたヘビーデューティー（Heavy Duty)。「丈夫な」とか「頑丈

な」という意味だが、北米先住民の知恵や開拓時代の創意工夫が生み出した
ヘビーデューティーは、必要でしかも十分なもの、良く機能するもの、本物
という意味をも含有する素敵な言葉なのである。

そのヘビーデューティーの技術や道具を造り出したセルフエイド的な生き
方に直結する服装は、アメリカのアイビーリーグの学生たちによって、アウ
トドアファッションの先端へと育てられた。

機能性豊かで、アイビーファッションを取り込んだヘビアイファッション
で、さあ街や森に飛び出そう。



昔は、登山用に作られたフード付きジャケッ
トのことを「マウンテンパーカー」と呼んでい
たが、現在は、アウトドア限定ではなく、ヘビ
デューティーな都会のファッションの代表とし
ても知られている。米国のIVYリーグの教授など
が、このマウンテンパーカーを着ている姿を、
映画などでもよく見かけたものだ。

もちろん、アウトドア用に作られているので
機能性と耐久性に優れ、胸と両脇に付けられた
大きなポケットは、ハンドウォーマーも含めと
ても使いやすい。また、最近のモノはシンサ
レートやゴアテックスなどの新素材も使われ、
防水機能や発汗機能などがとても優れている。

歴史をたどると、もともとは、アラスカのイ
ヌイットがアザラシの皮で作る上着を模したア
ノラックが原型だといわれている。

マウンテンパーカーを語る時に忘れてはなら
ないのがシェラデザインの60/40クロス〝ロク・
ヨン・クロス〟のマウンテンパーカーだ。

横糸に、30番手という太めで強度のあるコッ
トン糸を使い、縦糸には、分子密度が高くこれ

（ ）

また強度のあるナイロン糸を利用するという、新
素材だ。その混紡比率が、コットン58％・ナイロ
ン42％であったことから、「60/40〝ロク・ヨン
〟」と呼ばれるようになった。この混紡比率は、
「水分を含むと膨張する」コットン（天然繊維）
の特徴と、「分子密度が高く、水に強い」ナイロ
ン（化学繊維）の特徴を踏まえた上で、緻密に計
算され生み出されたもので、雨や雪といった悪天
候時には、6割のコットンが膨張して生地の隙間
を埋め、生地全体の密度が増す。残り4割のナイ
ロンはもともとの性質上、水を弾き、風をシャッ
トアウトしてくれるわけだ。つまり、見事なまで
の撥水性と防風性を備えた、歴史上稀に見る〝機
能素材〟だったわけだ。

この 「60/40クロス」は、Gore-Texなどのハイ
テク素材が存在ない1960年代後半にあっては、
非常に画期的なものだったのである。

僕は、このマウンテンパーカーを入手するため
に、夏休みを半分潰して電気の配管のバイトに明
け暮れた。そのおかげで上部写真と全く同じもの
を入手し、その後20年間愛用した。

マウンテンパーカー

雨や雪をしっかり防
ぐフード。

フードが外れないよ
うに占めることので
きる紐。

便利な胸ポケット。
メモやコンパス、
ちょっとした小物を
潜ませておける。ベ
ルクロで止めるフ
ラップは、手袋をし
ていても開けやすい。

大容量のポケットは、
あれこれ入れられる
のでとても便利。フ
ラップは胸ポケット
同様ベルクロ仕様。

ポケットの裏側には、
手袋したまま手を入
れることのできるハ
ンドウォーマーが付
けられている。この
ハンドウォーマーは、
野外では大活躍する。

前開部分はジッパー
とこのボタンでしっ
かりと留めることが
できる。

60/40クロスが使用
され、防水性や揮発
性が確保される機能
的なパーカーとなっ
ている。
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フェザーダウンがもこもこと入ったダウン
ジャケットは、冬のキャンプには欠かせないア
イテムの一つだ。そのダウンジャケットから両
腕部分を全部取り除いてしまったのが、いわゆ
るダウンベスト。野外で動き回る時、ダウン
ジャケットだと暑いので、こまめにレイヤード
して気温調節するためのアイテムとして生まれ
たのではなかったか。

僕はNorth Faceのダウンジャケットをマウン
テンパーカーの下に来て動き回ることが好き
だった。

ダウンジャケットは1930年代にエディ・バウ
アーよってスカイライナージャケットとして開
発されたといわれている。エディ・バウアーは
今でも人気のアパレルメーカーで、比較的HDな
品揃えが多く、いまだに僕も大好きなブランド
なのだが、でも、ダウンベストといえば、ノー
スフェイスのモノがお気に入りだった。

日本には1970年代のヘビーデューティ・
ファッションの流行とともに持ち込まれ、ポロ
やブルックスブラザースのボタンダウンシャツ

（ ）
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に、ダウンベストを羽織ってデニムやコットンパ
ンツにワークブーツやマウンテンブーツといった
スタイルをするのがとっても格好良かったもの
だった。

真冬のアイテムとしては、ちょっと力不足なの
で、マウンテンパーカーなどが必要になるけれど、
今でも初春や晩秋の時期になると、ダウンベスト
が活躍する。当時みたいなHDな仕様のダウンベ
ストを着ることは無くなったけれど（今着ている
ものは、BEAMSのもの）、やっぱりこれがある
と、ずんずん歩いてしまえるのが嬉しいアイテム
の一つなのである。

当時はあまりカラフルなものよりも、落ち着い
た配色のモノがすきだったのだが、今入手すると
したら、きっと派手な、まさに上部写真のような
オレンジ色のダウンベストを入手するに違いない。

ダウンベスト

メインのポケットの
後ろには、ハンド
ウォーマーが付いて
いる。

ダウンベストには寒
い時にしっかりと防
寒してくれるしっか
りとした衿が欲しい。

外側は50デニールの
リップストップナイ
ロンに撥水加工を施
し、内側には環境に
配慮したリサイクル
ダウンを使用。

昔から変わらない
ノースフェイスのロ
ゴが格好いい。

メインポケットの
ジッパーの開閉部に
は、手袋でも開けら
れるように紐が付い
ている。

バックパック等が干
渉する肩部分は、ナ
イロン素材で補強し
てある。

登山などを目的とす
る遠征向けに開発さ
れた1990年代のノー
スフェイスを代表す
るヌプシジャケット
のデザインを踏襲し
ている。



アウトドアで何を着るのか、それはとっても
重要な問題だ。室内と違って、外は気象条件に
よってさまざまな変化が起こるからで、それに
対応する服でなければならないのは、僕がいま
さら語る必要のないことである。

例えば昔のバックパッキングの教本を紐解く
と、野外で着る服の色は、汚れの目立たない物
で鮮やかな色はエマージェンシーカラーのブラ
イトレッドのみなんていう、かなりストイック
なことが書かれていたものだが、今の時代は、
なんでも好きなものを着てしまおう。

ただし、基本はある。それはレイヤーシステ
ムを考慮すること。つまり気象条件の変化に合
わせて脱ぎ着できる服を選ぶことだ。なので、
アウトドアでのパーカーなどのインナーとして
は、基本コットンシャツやウール（フランネ
ル）シャツということになる。

コットンシャツなら、ミウラ＆サンズ（現
シップス）やビームスのダンガリーやウエスタ
ンシャツが当時は定番だったし、ウールならペ
ンドルトンやパタゴニアが定番だったそんな時

（ ）

代、僕がこよなく愛したのは、米国西海岸のバッ
クパッカーに愛されていたラガーシャツだったり
した。元来、格闘技を織り込んだ球技であるラグ
ビー用なので、コットンといってもヘビーデュー
ティーで荒い扱いにも耐えられるのが嬉しかった。

ラガーシャツは、意外とアウトドアブランドも
のが当時も発売されていたのだけれど、僕が好き
だったのは、エディーバウアのラガーシャツだ。

エディーバウアーは、1920年にドイツ系アメ
リカ人のEddie Bauerが、シアトルで創業したア
ウトドアブランドだった。世界で初めてダウン
パーカーを考案したメーカーとして、特にアウト
ドアの世界では有名だったが、今では比較的年齢
層高めの人向けのファッションブランドに変身し
ている。

エディーバウアーのラガーシャツは、ボタン一
つのニュージーランドスタイルの奴が格好いい。
しっかりとしたウェイトのある生地で、一枚で着
ても、コーディネートしても使える、ストライプ
ラグビーである。今でもここのラグビーシャツは
僕のお気に入りなのである。

ラガーシャツ

ボタン一つのニュー
ジーランドスタイル
がいい感じだ。もち
ろん柔らかいラバー
ボタンが使用されて
る。

衿はツイルを使用。
白だと汚れが目立つ
ので、色付きを着る。
衿、前立て、裾はヘ
リボーンテールで補
強されている。

胸にはロゴが刺繍さ
れている。昔、エ
ディーバウアーの象
徴であるグースの刺
繍のあるラガーシャ
ツがあったけれど、
あれは恰好よかった。

ゆったりとしたサイ
ズを選ぶと、脱ぎ着
がしやすく、動きや
すい。

ラガーシャツはスト
ライプが好きだ。ネ
イビー、グレー、臙
脂、黄など、色の組
み合わせもいろいろ
あって、楽しい。
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アウトドアで活動的に動き回る際、実はジー
ンズは意外と邪魔だ。生地が厚く伸縮性に欠け
ることや、雨に濡れると重くなり、乾きにくい。
だから、アウトドアライフを楽しむときには、
チノパンが欠かせない。

チノパンとは、「チノ・クロス」と呼ばれる、
主に綿やポリエステルを綾織りにした生地で作
られたパンツのことで、生地の耐久性や着心地
のよさから、もともとは軍の作業着や制服など
に使われてきたものだ。

僕らの世代でチノパンと言えば、一般的なカ
ラーはカーキやベージュで、これ以外の色はあ
まり考えられなかった。今では、いろんな色の
ものが作られ、街着としても人気だが、やっぱ
りアウトドアで着るのだったら、断然カーキか
ベージュがしっくりくる。

チノパンも、様々なメーカーから出されてい
て、特にアウトドア用ともなると、モンベルや
ノースフェイス、パタゴニアなどからいい感じ
のものがあれこれ出ているのだが、僕が好きな
のはグラミチ(GRAMICCI)のチノパンだった。

（ ）
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グラミチは、1982年に米国カリフォルニア州
で創業した。1970年代にカリフォルニアのヨセ
ミテを中心に数々のルートを開拓し、伝説のクラ
イマー集団「THE STONE MASTERS」の一員と
してアウトドア界にその名を轟かせたマイク・グ
ラハムが創業者だ。180°の開脚を可能にする
「ガゼットクロッチ」や片手で調整できる「ウェ
ビングベルト」が有名だった。

彼は2000年にグラミチをバイアウトして、新
たにクライミングウェアブランド『ROKX』
（ロックス）を立ち上げたという。ROKXは僕に
とっては未知のブランドだが、グラミチは、今で
もグラハムの頃からの定番商品をちゃんと守りつ
つ、着心地のよさやデザイン性がタウンユースで
も評価され、ライフスタイルブランドとして、と
ても人気がある。

グラミチのチノパンは数枚持っていて、防水処
理をしておくと多少の雨ならはじいてくれる柔軟
な綿布は、とても歩きやすく履き心地もよかった
し、各種コーディネートの中でローテーションし
やすかったので、町でもよく履いたものだ。

チノパン

チノパンはコッパン
（コットンパンツ）
という異名を持つ通
り、コットン100％
の素材で作られる。
だから汚れも何のそ
の、ガシガシ洗えて
しまうのも特典が高
い。

股下はガゼット・ク
ロッチ仕様で、ガ
バッと180度開脚し
てもビリッと破れな
い本気のクライミン
グ仕様。

ゆったりとした造り
で歩行の邪魔をしな
いし、ストレートタ
イプのスタイルなの
で、着ていても格好
いい。

ゴム入りの胴回りは、
動きやすい。調整ベ
ルトもついているの
で、ずれないのも嬉
しい。



キャンプサイトで履く靴としては、モカシン
がしっくりくる。街からそのまま森に行くとき
に、重装備のブーツだとなんだか物々しい。車
をふらりと走らせて森に来る時に、違和感なく
履けるものとして、革製のモカシンがいまだに
僕は好きだ。

ただ、本来のモカシンと、僕の履くタウン
シューズ兼アウトドアシューズは、ちょっと違
う。もともとモカシンは、アメリカの先住民が
履いていた、一枚革で作られたスリッポン形式
の靴のことを指したという。皮は柔らかい鹿の
皮などが使われ、見た目は室内履きにも見える
作りだ。ふわふわのファーが付いたものや、ス
エードやムートンなどのを素材としたものが原
型に近いだろうか。いまでもこの系統のモカシ
ンは、1945年米国で創業したミネトンカがその
伝統を受け継いでいる。さらに、南カリフォル
ニア発祥のUGGのモカシンやナイキが出したス
ニーカー AIR MOCシリーズは、現代のモカシン
としてその名を知られている。

一方で、僕の好んで履くモカシンは、もっと

ハードで、しっかりとした皮製のモノだ。
例えば、モカシンの作り方で造られ、ソールに

滑らない素材が付けられるとデッキシューズにな
るし、イギリス風のスエードで作られるとワラ
ビーに進化する。さらにハードな皮をモカシン縫
いをしてビブラムソールを付けたものは、アウト
ドアシューズとなるのだ。そして、その代表的な
靴が、ティンバーランドの3EYE CLASSIC LUGだ。

ティンバーランドは、1952年にネイサン・
シュヴァルツがボストンで創業した靴メーカーだ。
アウトドア用のブーツやシューズを中心に製造し
てきたが、今ではアメリカでHIP-HOP系のミュー
ジシャンがブーツを愛用したことから、昔僕らが
愛用し始めた頃とはだいぶ違うブランドの雰囲気
が漂っている。しかし、幸い3EYE CLASSIC LUG
は健在で、街で履くシューズとしても、森の中で
キャンプをする場合のカントリーシューズとして
も最適なのである。

ちなみにUGGの柔らかいDakotaモカシンは、
テントの中で履くテントシューズとしても最適で
おすすめだ。

モカシン（ブーツ）

360°レーシングシ
ステムは、網揚げの
締め皮と連動してお
り、足全体を靴に
フィットさせる。ラ
イニングはグローブ
レザーが使われてい
る。

ビブラムソールのような
しっかりしたラバーソール
を装着しているので、街歩
きのみならず、森の中でも
しっかり歩ける。

原皮の外観をほぼそ
のまま残して仕上げ
たプレミアムフルグ
レインレザーのアッ
パーは、手縫いのモ
カシン製法によって
縫合されている。

ティンバーランドの焼き印
が押されているのがとって
も良い感じだ。

UGGのカジュアルな雰囲
気のモカシンDakota
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登山靴は武骨だ。そして重さも重量級だ。そ
れほどハードに山に登らない人間からすると、
わざわざそんな登山靴を履こうという気にはな
らない。でも、スニーカーだと足のフォールド
などが心もとない。スニーカーと登山靴の中間
の、山を歩ける軽やかなブーツはないものだろ
うかと山歩きを始めた頃に思ったものだ。

そんな時に打って付けだったのが、アメリカ
のDANNER社が開発したダナーライトだ。

1979年、ダナー社は、それまで靴に採用する
事が難しいと言われていた防水・透湿性能に優
れたGORE-TEX®を皮と組み合わせることで、防
水の皮ブーツでありながらとても軽い優れたア
イテムを生み出したのだ。

今ではさまざまなアウトドアアイテムに活用
されているゴアテックスだけれど、当時靴に利
用してしまうという発想は、本当に驚きだった。
「防水透湿」という特徴のある、つまり、微細
な孔を無数に持つゴアテックスは、水は通さず
に水蒸気は通過させるという性質の素材で、多
くのウエアに利用されるようになっていた。

（ ）
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さらに、
いまでは一
般的になっ
たビブラム
ソールを早く
から取り入れていたのもダナーライトの特徴だ。
ビブラムソールは、イタリアのビブラム
（Vibram）社が1935年に生みだしたグリップ力
と安全性を持ったゴムソールで、従来の革と釘で
出来た靴底に取って代り、登山靴、ワークブーツ、
スニーカーなど様々な靴のソールに使用されてい
る。この優れたブーツを生み出したDANNER社は、
1932年米国ウィスコンシン州チペワフォールズ
でチャールズ・ダナーが創設した靴メーカーだ。
安い仕事用ブーツを作り、一足4ドルで売ること
から始まり、その後オレゴン州ポートランドでビ
ジネスを展開。1959年にアメリカで初めてビブ
ラムソールを用いたシューズを開発し、一躍アウ
トドアシューズのプレミアなブランドとなった。

すっかり出番は無くなったが、こいつだけは手
放しがたく、今でも靴箱の片隅に納まっている。

ダナーライト（ブーツ）

デイパックを壁の
フックなどにかけら
れる便利な紐。

ビブラムソールなので、
しっかりと衝撃を吸収して
くれる。

通気性がありながら
防水性に優れた素材、
ゴアテックスが使わ
れているので、蒸れ
難く、さらにブーツ
そのものを軽くして
くれる。

結びやすくしっかり
と足をフォールドす
る網揚げ用の靴紐が
嬉しい。

とても柔らかい皮な
ので、靴づれはしな
い。



L.L.BeanのBean Bootsを僕らは「クリマン
シューズ」と呼んでいた。このL.L.Beanを代表
するブーツは、ロングブーツ、ハーフブーツ、
そしてモカシンが用意されているのだが、仲間
の多くはモカシンを履いていて、それを前から
見ると「栗饅頭」のように見えたからだ。

僕は、網あげ紐の無い、いまは廃盤になって
しまっているBean Bootsのハーフブーツを長年
レインブーツとしても愛用していた。

L.L.Beanは、1912年にレオン･レオンウッド･
ビーンによって創業されたが、もともとはこの
ブーツを製造販売する会社として創業されたと
いわれている。アウトドアマンであったレオ
ン・レオンウッド・ビーンは、米国メイン州で
のハンティング経験を元に、作業用のゴム靴に
レザー・トップを縫い付けた画期的なハンティ
ングシューズ「メイン・ハンティング・
シュー」を製造し人気を博したが、ゴム底とレ
ザー・トップが剥がれ大半が返品されるという
事態に陥ったらしい。

その失敗を元に、テストを重ねて出来上がっ

（ ）

たのがこのBean Bootsだったというわけだ。
これをもとに彼はL.L.Beanを立ち上げ、一躍ア

ウトドアメーカーの代表格に躍り出た。いまだに、
L.L.Beanが「100%満足保証」を行っているのは、
この伝統によるものだという。

ゴム製の職人の手になる精巧な足型を使用した
ボトムは、完全な防水性を確保し、フィット感が
抜群だ。ソール部分には、チェーン･パターンの
溝が入っいているので、ぬかるみや雪道でも滑る
ことが無くホールドされる。土踏まず部分には、
スチールの補強材が挿入され、安定感とサポート
力も抜群。

また、アッパーに使用した高品質のフルグレイ
ン･レザーが雨や雪をはじき、アウトドアを歩く
には最適な状態を作り出す逸品なのである。

そのため、現在もこのBean Bootsは、L.L.Bean
の人気アイテムの一つとしてロングセラーを続け
ているのである。

ビーン・ブーツ

高品質のフルグレイ
ン･レザーが雨や雪
をはじき、アウトド
アを歩くには最適な
状態を作り出す。

車のチェーンのようなス
テッチが、雪道やぬかるみ
で滑りを押さえてくれるの
で、安心してある国ことが
できるのが嬉しい。

ゴムソール部分は、
完全防水を確保して
くれるので、ぬかる
みや水たまりもへっ
ちゃらで歩けるのが
嬉しい。

ソール部分は、職人
が今でも一つ一つ型
を使って成型するた
め、フィット感が素
晴らしい。

僕が履いていた
網あげ紐の無いBean Boots
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この部分が
栗饅頭に見
えたため、
「くりまん
シューズ」
と僕らは呼
んでいた。



ボースカウトでキャンプに行くときに、いつ
も背負っていたのは、いわゆる帆布を使用した
キスリングというリュックサックで、お世辞に
も恰好いいものではなかった。横に広いので歩
くときにバランスを取るのも難しかったのを記
憶している。

そうこうするうちに、日本に紹介されたのが、
軽量化されたアルミのチューブラーフレームに
ナイロンバッグがセットされたフルフレームの
バックパックだった。これを見たときには、な
んて格好いいんだと、心弾んだものだった。

フルフレームザックの発案者はディック・ケ
ルティだといわれている。彼は1952年、南カリ
フォルニア・サンバレーにある自宅ガレージで
ザックメーカーである「KELLTY」をスタートし、
アルミフレームと格闘し改良を重ね、この年完
成させた29個のフレームパックは、世界で初め
てのバックパックとなったという。

タイオガと名付けられたケルティ―のフルフ
レームザックは、憧れの的だったが、貧乏学生
の僕には手が届かず、日本のメーカーのザック

（ ）
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を入手した記憶がある。
今までもケルティ―は、トレッキング用のフ

レームパックを製造していて、中でも最もヴィン
テージ感を残したモデルが、このMOUNTAINEER 
FRAME PACK 3だ。収納が上下２つに分かれた2
気室構造で、両サイドに２つずつ、センターに１
つ、計５つのポケットがあり、収納力抜群だ。

その後、フルフレームザックは、内部にフレー
ムを組み込むインターナルフレームザックへと進
化していき、僕もオートバイに括り付けられるイ
ンナーフレームのザックを購入した。Lowe 
alpineという1967年に登山家のグレッグ・ロウと
ジッフ・ロウ兄弟により米国コロラド州で創業し
たアウトドアブランドのモノだった。Lowe
alpineは今でもザックを製造しており、オスプ
レー、カリマー、グレゴリー、マムート、ノース
フェイスといったトップブランドのザックに肩を
並べている。

フレームザック

両サイドに２つずつ、
センターに１つ、計
５つのポケットがあ
る。

軽量化されたアルミ
のチューブラーフ
レームが背負子のよ
うに構成されている。

このスペースには、
ストラップを使って
寝袋やマットなどを
括り付けることがで
きる。

上部はコードで止め
てあるフラップをめ
くると大きな口が出
現する。物の出し入
れがとてもスムーズ
だ。

下部のポケットは、
フラップを開けずに
開けることができ、
表面にはストラップ
を使ってアタッチメ
ントや荷物を括り付
けられるレザーパッ
チが付いている。

背面にはショルダー
ハーネスとウェスト
ベルトが付いている。憧れのKELTYのロゴ。



デイパックは、もともとは、ベースキャンプ
を必要とする長期間の登山の際に、最後に頂上
にアタックする際に利用された「アタックザッ
ク」が原型といわれ、一日だけの山行や、身軽
が必須のロッククライミングの際の最低限必要
なものを入れるためのザックとして活用された。

一日の必要なものを入れるためのザックとい
うことで、デイパックという名前が付けられた
わけだ。涙の形を模したティアドロップ型のデ
イパックが定番といえるだろう。

デイパックの生みの親は、アメリカのアウト
ドアブランド”ケルティー”だといわれる。高校
時代の憧れは、このケルティーのデイパック
だった。まだ、マジソンスクエアバッグ全盛時
代にあって、カリフォルニア大学バークレー校
の学生がデイパックを背負っている姿を雑誌で
見かけたときには、なんて格好いいんだと思っ
たものだった。

仲間以外ではデイパックを誰も背負っていな
い時代、教科書を入れたデイパックで通学する
のが、ひそかな自慢だった。

（ ）

デイパックの有名ブランドといえば、ケルティ
のほかにもいろいろあった。たとえば、NORTH
FACE、L.L.BEAN、EASTPACK、JAN Sports、
GREGORYなどが有名だ。日本でも、モンベルや
スノーピーク、フォックスファイヤー、ワイルド
グーズなどというブランドが流行っていたもの
だった。

あれから30年たつ現在も、ケルティ―を始め、
各メーカーのデイパックは健在で、昔よりも多彩
なデイパックが巷にあふれている。デイパックを
背負っていても、「リュックサック背負って何処
へ行くの？」などと聞かれることも皆無で、すで
に一般的なファッションに同化しているのを見る
と、隔世の感を否めない。でも、それはとても嬉
しいことだった。

出勤途中、スーツの上にカーキ色のマウンテン
パーカーを着てデイパックを背負ってるサラリー
マンを見かけると、うらやましく感じる。流石に
昔みたいなデイパックを背負うことはできないけ
れど、そんな気分が味わいたくて、数年前から僕
も通勤時には皮のザックを背負っている。

デイパック

上下二層式になって
いるのが、特徴。

「豚鼻」と呼ばれる
菱形の革パッチは、
本来はピッケルをか
けるための紐通しだ。

ピッケルの先端をこ
もループに通し、落
ちることのないよう
ループをねじって固
定する。

下層を開けるための
ジッパー。

大抵この部分ブラン
ドロゴが張られてい
る。これはKELTYの
デイパック

デイパックを壁の
フックなどにかけら
れる便利な紐。

レザーコンビと呼ば
れるそこの部分は、
タウンユースされる
ようになった際に、
教科書などを入れて
も大丈夫なように補
強された部分だ。一
説によるとJAN
Sportsが発祥だとい
われる。
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キャンプをするときには、皮の手袋が必須だ。
例えば、スチール製の取っ手のパーコレーター
やBBQ用の焼き網、ダッジオーブンを移動した
り火起こしや焚き火などをするとき、素手でと
いうわけにはいかないわけで、それなりの手袋
が一式あるととても便利なのだ。

バイクツーリングに出るときには、オートバ
イ用のグローブが必須なのは言うまでもないが、
バイクツーリング兼キャンプの際には、どうせ
ならそれらが兼用できてしまうととっても便利
なのだ。

そこで、僕らがいつも使っていたのは、実は
工事現場などで使用する作業着やヘルメットを
売っている店（例えばワークマンのような店）
で買った、作業用の皮手袋だった。

そういう店で売っている皮手袋は、溶接とか
にも使える頑丈で、それでいて手にフィットす
る柔らかいものが多く、何よりも価格が安いの
が嬉しかった。これがあれば、オートバイに乗
る時やキャンプの時に百人力だった。革製の手
袋なので、使えば使うほど、手にフィットして

18

くるのもいい感じだった。
いまでも、おそらく同じような店にいけばそん

な手袋が入手できるだろう。あるいは、
Oregonian Camper、CAPTAIN STAG、snow peak
といったアウトドアメーカーで、キャンピンググ
ローブとかファイヤーグローブといった名前の皮
手袋を販売しているので、そういうのを選ぶ手も
ある。

いまやそれなりにいいものを丁寧に長く使いた
いと思うことが多くなってきたので、僕としては
GRIP SWANYの手袋を使いたい。

GRIP SWANY は、1848年にゴールドラッシュ
で一攫千金を狙う採掘者向けのバッファロースキ
ンのグローブメーカーとして誕生し、その後、改
良を重ね黄色に染めた牛革手袋を世界中に送り出
してきた。日本には1983年に持ち込まれ、1985
年には日本人向けに改良されたイエローカラーの
GRIPS WANYグローブが国内生産され、アウトド
アシーンを牽引していくことになったという。

上等な皮とハイテクな縫い糸を利用したGRIP
SWANYの手袋は、一生モノの逸品だといえよう。

皮手袋

二重に補強されてい
るので、オートバイ
のグリップを握って
も強度は抜群だ。

熱いBBQ網を持って
もOKな皮製だ。

アメリカ産牛皮革
（ケブラ）なので、
ソフトで柔らかい。

アウトドアでは、至
る所で手袋が必要で、
そんなときには、皮
製の手袋が最高に
フィットする。

使えば使うほど、手
になじみフィット感
が向上するのがうれ
しい。



バンダナを一枚持っていると、外で遊ぶと
きには、とっても便利だった。ハンカチの替わ
りになるのはもちろん、頭にかぶったり、ネッ
カチーフの替わりにしたり、あるいは紐の替わ
りに何か結ぶ時にも使えるし、時には、バンダ
ナで包んだ珈琲豆を、石で叩いて挽くなんてこ
とに使えたりもした。

バンダナとは、一般的には、絞り染めや更紗
模様で染めた木綿のカーチフ（頭にかぶる布）
のことだ。ペイズリー模様が人気で、僕もさま
ざまな色のペイズリー柄のバンダナを持ってい
た。

バンダナという言葉はヒンディー語の絞り染
めを意味する「バンドゥヌ」(Bandhnu)が語源だ
そうだ。主に米国の開拓時代に利用されるよう
になった布切れだが、この時代はイギリスのイ
ンド支配時代でもあり、そんなところから、ヒ
ンディー語がつかわれるようになったのかもし
れない。

開拓者や労働者が首に巻いたり汗を拭く用途
で用いられたのがバンダナで、当時はインド

（ ）

などから輸入された安い綿布を1ヤード（90cm）
四方に切ったものを使っていたというから、相当
大きなものだったらしい。今でいうところのス
トールみたいなものだったのかもしれない。現在
は大体55cm四方ぐらいの大きさだろうか。

1970年代になると日本でもミュージシャンが
使ったり、バックパッキングの一アイテムとして
次第に知名度が上がり、ぼくも大学時代によく首
に巻いたり、ジーンズの後ろポケットに、ポケッ
トの深さの分だけ前にたらしたりして愛用してい
た物だった。

そんなバンダナは、HAV-A-HANK (ハブアハン
ク)というブランドが有名だ。1947年に米国South 
Carolinaで創業された「CAROLINA（カロライナ
社）」のレーベルで、元々はアメリカ軍にハンカ
チを販売したことから始まり、多くのブランドが
生産を海外に移す中、今もMADE IN U.S.Aを残す
貴重なバンダナメーカーだ。創業70年の長い歴史
で培われた、確かな品質と米国最大のシェア率を
誇っている。このサイトを見るとバンダナを買っ
てみようかと思ったりする。

バンダナ

バンダナにはペイズ
リー柄がプリントさ
れているものが多い。
19世紀にイギリスの
ペイズリー市でこの
柄の織物が量産され
るようになり、模様
は生産地の名前を
取った「ペイズ
リー」と呼ばれるよ
うになった。

ヒンディー語の絞り
染めを意味する「バ
ンドゥヌ」
(Bandhnu) が語源。

大きめのコットンの
一枚布であるため、
様々な用途に用いる
ことが出来る、とて
も便利なアイテムだ。
外遊びする際に一枚
持っているととても
便利。

一片が約55cm四方の
四角い布だ
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野山でキャンプをする
アウトドアライフというと、まず思い浮かぶのが“キャンプ”だ。どこかに

出かけて野外で天幕を張って寝ることは、とても楽しかった。バックパック
にテントを背負って歩いたり、オートバイや車にテントを積んで出かけたり、
様々な形で僕らはキャンプを楽しんだ。

そんなキャンプにも必要なアイテムがあれこれ存在する。35年ぐらい前に
僕らが使っていた基本的なアイテムは、実はこんなに時間がたった今でも、
基本のコンセプトは大きくは変わっていない。勿論新素材が使われたりハイ
テク化したりして、すっかり進化を遂げているものも中にはあるのだけれど、
野外で過ごし、寝て、料理をする行動には違いがないからだろう。

僕らが愛した多くのキャンプグッズあるいはその後継アイテムを、ここで
はひっぱり出してきて眺めてみることにする。



何はともあれ、キャンプをする場合は、テン
トが必要だ。ボーイスカウト時代は、2本のポー
ルを基軸に、四角い布をかけロープとペッグで
止める、ウィンパー・テントと呼ばれる、いわ
ゆる三角屋根のテントが主流だったのだが、米
国の建築学者バックミンスター・フラーが、建
築工学を駆使し、1975年にノース・フェイスと
開発したオーバル・インテンションという名前
のジオデシック・ドームテントは、当時衝撃的
なものだった。その発想は、その後のドーム型
テント開発にも様々に応用された。そのため僕
が大学に入るころには、ドーム型テントと呼ば
れるものがすっかり主流になりつつあった。

X字に組んだ数本のフレームの末端を床の四隅
に固定し、フレームの復元力で本体を張り立た
せる自立式であるドーム型テントが主流になり、
僕らでも手が出せるような値段のテントへと一
般化していったのは、嬉しいことだった。

当時のドームテントは、テントの屋根部分に
作られたベルト通しのような部分に、フレーム
を差し込んでいくタイプが一般的だった。ただ、

Ⅲ（ ）

これだとフレームとテントの接合部分から雨漏り
がするというデメリットがあった。 そんな欠点
を補ったのが、1971年にダンロップが開発した
「カラコルム・テント」だった。布地の本体部分
をフレームに吊り下げるユニークな方式だ。
その方式を採用し、さらに軽量化したテントが、
僕がずっと使い続けたシェラデザインのハーフ
ドームだった。

青と白のさわやかなデザインに、シェラデザイ
ンのロゴのついた本体は、グランドシートととも
に小さな袋に納まるし、軽量な折り畳み式フレー
ム（フレームの中にはゴム紐が通され、フレーム
がバラバラにならない仕組みになっていた。）と
数本のペグもとってもコンパクトに収納できるの
で、オートバイに各種道具を積んでも、このテン
トは余裕で持参できたし、高原や森の中でも、一
人で簡単に建てることができる、本当に優れもの
のテントだった。

家族が増えた過程で、コールマンのタフワイド
ドームⅣに乗り換えたが、いまだに我が納戸には
このテントが非常用として保管されている。

テント

比較的大きな入り口
はテントの出入りが
とても楽

すっぽりとかぶせる
グランドシートが別
に用意されており、
雨や夜露からテント
を守ってくれる。

2人がゆったり過ご
せる居住性の良い空
間

ポールをテントの四
隅に設置し、テント
をポールに吊り下げ
るだけで自立する、
とっても建てやすい
テントだ。

キャンプ
道 具

素材は通気性のよい
ナイロン100％。
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もし、車でキャンプに出掛けることができる
のであれば、是非用意したいのがタープだ。何
故なら、キャンプ場にいわゆるリビングとかダ
イニングを作ることができるからだ。

タープは、日差し・雨を防ぐための広い布の
こと。布の形状が四角形のスクエア型や六角形
のヘキサゴン型またはヘキサウイング型がある
が、主流はヘキサゴンタイプ。僕がずっとつ
かってきたコールマンのXPヘキサタープもこの
形に属する。

タープの原理は、ウィンパー・テントとほぼ
同じ。ニ本のポールにタープ本体をかけ、ポー
ルとタープをそれぞれロープで地面につないで
固定する。自立型のタープもあるが、やはり空
間を広く利用するには、この形のタープがお薦
めだ。ただし、一人では立てるのに苦労するの
で、数人以上の賑やかなオートキャンプに向い
ているだろう。こうして、テントの近くにター
プを立て、そこにアウトドア用のテーブルと椅
子を並べれば、自然の中にリビングやダイニン
グを作れるというわけだ。

（ ）
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タープもロゴス、スノーピーク、モンベルなど、
様々なメーカーから出されていて、それぞれ特徴
がある。カラフルなもの、形状を工夫したものな
ど、各種各様。でも、僕としては、この武骨な
コールマンのヘキサタープが好みだ。

ただ、最近はタープも進化していて、焚火の上
に張れるテンマクデザイン(tent-Mark DESIGNS) 
の焚き火 タープ コットン ヘキサなんていうのが
あるらしい。ちょっと注目だ。

タープ

1.91mの高さのある
スチール製のポール
は二股に分かれて安
定を確保する仕組み
だ。

タープの片側も基本
は地面にロープで固
定するが、時と場合
によっては、車など
に結びつけ、高く持
ち上げて利用するこ
とも可能だ。

ポールを固定するた
めに、地面にペグを
ハンマーで差し込み、
そこにロープを張る。
できれば両サイドで
同時に作業をすると、
タープがゆがまず綺
麗に張れる。

タープの向きは、風
向きや居住性を考え
て工夫する。

六角形のタープ本体
は、UV効果や防水効
果のあるポリエステ
ルタフタが利用され
ている。

タープを広げるとこんな風に
六角形になる。



野外で夜を明かすには、寝袋は必須だ。以前
はドイツ語のシュラフという言葉が一般的だっ
たが、最近はスリーピングバッグという英語で
専ら呼ばれている。

僕がボーイスカウトで使っていた寝袋は、レ
クタングラー型と呼ばれる四角い封筒のような
もの。重くかさばるものだった。高校時代に
なってあちこち山遊びをするようになって、各
種のアウトドアカタログなどを見るようになっ
た時、僕が一番欲しかったのが、ジャンスポー
ツのブラスベッドというシリーズの寝袋だった。
単色の寝袋が全盛だった時代、JAN SPORTの寝
袋はなんと４色というカラフルさ。ただ、これ
は内部に使われているダウンの質が良くないと
専門家からは酷評されたようだった。

結局入手したのが、天山という日本のブラン
ドのダウンのスリーピングバッグで、マミー型
と呼ばれる今では主流の寝袋だった。マミーと
はミイラを意味するMummy（マミー）に由来し
ているとおり、体の形に合わせた形状をしてい
て、とても寝やすく暖かかった。

（ ）

いまや寝袋で人気なのは、モンベル、ナンガ、
イスカ、ロゴスといった国産メーカー。他には
コールマンやノースフェイス、マーモット、マウ
ンテンハードウエアなどが有名どころか。寝袋は
中綿に「化繊」か「ダウン」が使われているが、
僕としてはやはり軽さとコンパクトさ重視のダウ
ンがお勧めで、防水性能や保温性も重視したい。
モンベルのダウンハガー900 #3は、そんな条件を
完璧にクリアしているハイエンドなスリーピング
バッグだ。

スリーピングバッグ

生地には、ナイロン
糸高度な技術で織り
上げた強度の強いバ
リスティック エアラ
イト®が使われ、ポ
ルカテックス®とい
う撥水加工が施され
ている。

手足を上下左右に伸
ばした時に、生地が
「伸びる」スリーピ
ングバッグ。特許の
スーパースパイラル
ストレッチ システム
が採用されている。

#3は、ダウンハガー
900の中でも、保温
性と軽量性を併せ持
ち、快適性も極めた
フラッグシップモデ
ル。夏の高山から冬
の低山キャンプまで
一年を通して使える
トータルバランスに
優れたモデルだ

900FPという高品質
なダウンが使用され
ており、保温性抜群
で、軽さも保持して
いる優れもの。重量
が494gというのはと
ても嬉しい。

僕が使っていた天山ブランド
の寝袋のロゴ。2008年頃には
廃業してしまったのが残念。
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テントを張るのは、そこで寝るためなのだが、
テントにシュラフ（寝袋）だけというのは、ど
うも寝にくい。芝生やふかふかの土の上にテン
トを張れば別だけれど、毎回そういうわけには
いかない。日中、アウトドアで様々な遊びをし
て疲れた体を、ちゃんと休ませてあげるには、
睡眠もそれなりの環境で取りたいと思うのは必
然だ。

そこで、登場するのが、シュラフの下に敷く
マットレスだ。テントの床部分はグランドシー
トと呼ばれる防水布が敷かれることになるのだ
が、それでも湿気や冷気が上がってくるので、
マットレスはインシュレーターの役割が求めら
れる。そこで、僕らが外遊びしていた時に専ら
使っていたのが、片面にアルミホイルがコー
ティングされた銀マットと呼ばれるエンソライ
トマットだった。いわゆる発砲ポリウレタン製
なので、くるくると丸めて持ち歩ける軽くて保
温性のあるマットだ。オートバイでも山歩きで
も手軽に持ち歩ける優れものだった。

（ ）
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時代もあれから30年。今では手軽に持ち歩ける、
もっと寝心地の良いマットレスがあれこれ登場し
ているようだ。先日アウトドア用品の店で見つけ
て、もし今度キャンプするなら是非欲しいと思っ
たのが、1980年代にシアトルで有名になったア
ウトドア用エアマットメーカーのサーマレストが
発売しているNEOAIR™ XTHERM™ だ。とても
コンパクトに持ち運びできるうえに、寝心地が抜
群で、保温性も申し分ない。

テント用マット

内部に保温性を高め
る2枚のサーマキャ
プチャーと呼ばれる
反射板がマット層に
使われていて、地面
からの冷えを遮断す
ると共に、体温を反
射してくれるので、
ダブルの効果で暖か
さが確保できる。

バルブから空気を入
れる。ミディアムポ
ンプサックという専
用の空気入れがある
ので、2分もあれば
空気を入れることが
できる。

収納サイズは
23×10cmで、登山
用のザックにも手軽
に収納可能なのが嬉
しい。

重量は長さ183セン
チのレギュラーサイ
ズで430グラムとと
ても軽量だ。

素材はリップ HTと
いうナイロンが使わ
れている。耐水性・
保温性に優れている
のが特徴だ。

僕らが使っていたエンソライ
トマットレス。



キャンプに行くと、一番最初にやることは薪
を集めることだった。キャンプにおける焚火の
位置づけは、僕らにとってはとても重要なこと
で、焚火をしないキャンプなど考えられないく
らいだった。だから、夜は大抵焚火さえあれば
過ごすことができたのだが、それでも夕食を
作ったり食べるときには、焚火以外の光も必要
なわけで、その際に活躍するのが、ガスランタ
ンだった。

もちろんキャンドルライトや電池のヘッドラ
イトもいろんな場面で登場はしたのだが、キャ
ンプでもっとも利用したのは、スウェーデンの
プリムスが発売していた「プリムス2220」とい
うランタンだった。

このランタンは、外側に擦りガラスのホヤが
あり、中のマントルがガスの光で発光する仕組
みだ。マントルは、硝酸トリウムと硝酸セリウ
ムが含まれた綿素材で作られていて、使う時に
は空焚きをして繊維部分を燃やし、これらの混
合物を酸化さるのだが、これに火をつけると白
く発光する仕組みになっている。

（ ）

初期の2220は、黄色いプラスチックケースの
中にCB缶といわれる縦長のガス缶を入れ、ラン
タンのヘッド部分を装着したものだった。マント
ルが崩れやすく、ガラスのホヤも割れやすかった
ので、数年の間になんどか買い換えた記憶がある。

現在は、プリムスと統合したイワタニから、こ
の2220の後継機種である2245が発売されている。
あちこち改造され使い勝手が良くなっているよう
だが、基本的な構造は、以前のままなのが、何と
も懐かしい。

キャンプ用ランタン

吊り下げが簡単に行
えるワイヤーサスペ
ンダーを採用し、機
能性を向上している。

液体になったガスが
封入されたガスカー
トリッジ。冬でも使
えるように、特殊繊
維の内張で気化促進
効果の高いハイパ
ワーガスを使う。

昔はチャッカマンな
ど外から火をつけて
たが、いまや自動着
火機能を備えている
ので、火をつけるの
は簡単だ。

すりガラスのホヤが、
優しい光を作ってく
れる。

ホヤを外し線維のマ
ントルを装着したと
ころ。これをあらか
じめ燃やして灰にし
ておく。

愛用していたPRIMUS2220
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僕は高校を卒業した1７歳の３月に自動車免許
を取得したので、大学時代には車で野外に出る
ことも多かった。オートバイや徒歩のキャンプ
に比べると、格段に収容できるキャンプ道具の
数が増え、快適なキャンプができるようになっ
たのだが、オートキャンプの時の一番の違いは、
料理道具が充実したことではないだろうか。

あとで登場するコンパクトなストーブにくら
べ、大きなコンロを持ち出すことができるので、
料理のレパートリーが格段に増えるわけだ。ア
ウトドア仲間には、料理の上手なやつもいて、
僕らのキャンプに参加すると「フレンチ風の料
理が食べられるらしい」と話題にもなった。

多くのオートキャンパーがそうであるように、
そんなとき僕らがいつも愛用していたのが、
コールマンのツーバーナだった。

コールマンは1901年、W.C.Colemanにより、
ランプのレンタル会社として米国オクラホマ州
で起業された。1920年代に自動車の普及に伴い、
世界で最初のオートキャンプブームが到来し、
コールマンは、キャンプ道具全般について取り

（
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扱うようになったという。日本には1976年に進
出し、アウトドアが大好きな若者の間でも名前を
知られるようになった。ツーバーナーは、コール
マンが1923年に「キャンプストーブ」として燃
焼器具を二つ並べた製品を発売したのが元祖だ。

ツーバーナーの最大の利点は、コンロが二つあ
り、それぞれで火加減の調整ができることだ。そ
れにより、鍋とフライパンを同時に利用でき、料
理時間を圧倒的に短くすることができた。

初期の頃は本体の厚みがかなりあったが、改良
が重ねられ、今では当時と比べるとその厚みが薄
くなった。車で運ぶとはいえ、少しでも荷物を軽
くしたいのはキャンプの命題。流石コールマン、
その点がよくわかっている。

ツーバーナ―

補助コンロ。メイン
コンロよりも若干火
力が弱いので、煮込
み料理などに利用す
る。

蓋を縦て、コンロと
して利用する際に、
メインの風よけにな
る優れた機能が具備
されている。

ホワイトガソリンの
タンク。ポンプがつ
いていて、ホワイト
ガソリンを圧縮する
ことで、火力を強く
する。

蓋の内側に収納され
た風よけは、コンロ
の横部分を覆うこと
ができるので、多少
の風であれば全く問
題なく料理をするこ
とができる。

料理を
する。

メインコンロ。結構
な火力を確保できる
ので、煮たり焼いた
り、普通に料理がで
きるのがとっても嬉
しい。

折りたたんで収納す
ると、アタッシュ
ケース程度にコンパ
クトな大きさとなる。
オートキャンプには
必須のアイテムだ。

海外限定の425は、日本で一般的な
413Hよりもやや小ぶりだが、外見は
ほぼ同じ。



キャンプだって、いろいろと料理を楽しみた
い。そこで、ツーバーナーにぴったりのアウト
ドア用のオーブンも買った。見た目武骨なス
チール製のオーブンなのだが、実はこれがかな
りの優れモノだった。

まず、胴体の半分から蛇腹式に折りたためる
ので、持ち運びには便利だ。そして、組み立て
もわずか数秒。温度計と扉が付いた金属製の箱
をツーバーナーの上に置き、バーナーに火をつ
けるだけという、構造的にはいたってシンプル。

扉の温度計は、若干不安定だし、中の温度も
下が高く上が低いので、若干の慣れが必要だが、
神経質に温度調節が必要というものでなければ、
段を変えたり火力を変えたり、あるいは扉を開
けて焼き具合を確認すればOK。

キャンプに行った時に、一番利用できるのは
ピザを焼くこと。本当は生地をこねて、具材を
乗せてちゃんと焼けばいいのだろうけれど、面
倒なら、キャンプ場へ行く途中、スーパーやコ
ンビニなどで食材を仕入れるときに、冷凍のビ
ザを買っておけば、このオーブンで焼けるわけ

Ⅱ（ ）

だ。焼きたてのピザをキャンプで食べられるとい
うのは、かなり嬉しい。

気になっていた内部の温度も、ツーバーナーな
ら、250度までは確実にあがる。シェラカップに
水を入れて、オーブンの一番下の段に置いておけ
ば、スチームオーブン的な使い方もできるわけだ。

残念なのが、この手の簡易アイテムの宿命だが、
エッジ処理がやや雑なので、組み立て途中などで、
指や手を切らないように注意した方が良いかもし
れない（経験者は語る）。

これ、スモーカー（燻製器）としても使えるの
では？と思ったら、現在発売されている扉の赤い
オーブンは、キャンピングオーブンスモーカーと
いう名前になっていた。なるほどね。

キャンプ用オーブン

樹脂製のドアノブは、
本体が熱くても扉を
開けることができる。

スチール製のボ
ディーは、頑丈で、
しっかり温度を上げ
てくれる構造になっ
てる。

ホワイトガソリンの
タンク。ポンプがつ
いていて、ホワイト
ガソリンを圧縮する
ことで、火力を強く
する。

折りたためるので、
野外に持ち出すのが
とっても楽なのが嬉
しい。

扉部分には温度計が
設置されているので、
これを目安に、ツー
バーナーで温度調整
をする。

天板には取っ手が付
いているので、コン
ロから降ろすのに便
利だ。スチール製の網が２

つ付属しているので、
オーブンの中は、2
段に仕切ることがで
きる。温度の調節を
考えながら、高さ調
整ができるのが便利
だ。
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オートキャンプなら、自宅の鍋やフライパン
をそのままキャンプ場へ持ち込むことができる
のだが、バックパッキングやオートバイでキャ
ンプをするときは、コンパクトな料理器具が必
要だ。

カブスカウト時代にはアルミの食器セットを
持っていたが、鍋やフライパンは別に用意され
る場合が多かったので、調理用具としてではな
く、複数のアルミの器が一つにまとめられ、コ
ンパクトに持ち歩きできる食器アイテムとして
利用していた。

しかし、バックパッキング、オートバイ、あ
るいはクロスカントリースキーなどの野遊びを
する場合は、鍋やフライパンとして使えるアル
ミ製のコンパクトなクッカーセットが必要と
なった。

社会人になって、アウトドアグッズにもお金
をかけることができるようになると、アルミ製
より丈夫でちゃんと料理のできる器具が欲しく
なる。そこで、シェラカップなどで使われるよ
うになったチタンという素材のものに目が向く。

（ ）
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当時いい感じのチタン製のクッカーセットを発
売しているメーカーとしては、1958年創業のス
ノーピークがあった。スノーピークは新潟県燕三
条でオリジナルの登山用品などを手掛けていたが、
1986年からキャンピングセットの分野を改革す
べくこの世界に参入した。ファミリーキャンプと
いう切り口で、今でもこの分野を牽引している日
本の一流メーカーだ。

スノーピークのチタンの調理器具は、軽量で、
強度もあり、耐食性にも優れている。金属臭もな
く熱伝導率が低いのでカップなどにも採用されて
いる素材だ。燕三条の職人の手で開発されただけ
あって、おもちゃのようなキャンプ道具ではなく、
実に実践向け、フィールドで使っても全く違和感
がなく、それでいてお洒落な物だった。

僕が買ったのは、今でも販売されているチタン
パーソナルクッカーセット。鍋が２つにフライパ
ンとしても使える蓋が2つ。これらがコンパクト
にセットされたアイテムだった。食器としても使
えるので、オートバイでキャンプに行く際の主力
の料理器具になったのは言うまでもない。

キャンプ用調理器具

こちらもフライパン
代わりになるが、む
しろ、おしんこやお
かずを並べる皿とし
て使える。

熱伝導率の低いチタ
ン素材なので、直火
で料理に利用できる。
取っ手が付いている
ので、料理しそのま
ま器としても利用で
きる。

小さい鍋はスープ用
とか珈琲のカップと
しても利用できるし、
場合によっては、そ
もまま食器としても
利用できる。

これは大きな鍋の蓋
なのだが、目玉焼き
やちょっとした野菜
炒めなどもできるフ
ライパンとして活用
可能だ。

全体をコンパクトに
一つにまとめること
ができるセットなの
で、機動性にも優れ
ている。

大きさの違う鍋が二
つ用意されている。
大きい方なら、イン
スタントラーメンも
OKだ。



オートキャンプをする場合、必ず持って行く
と便利なのが焼き網だ。炭火を起こす場合も、
焚火を起こす場合も、そこで調理をしようとす
る場合、必ず使うのが焼き網である。

なにもちゃんとしたBBQコンロが無くても、
この焼き網さえあれば、周りを石で囲んだ、あ
るいは四方に大きな石を並べただけの即席のか
まどの上に、この焼き網を乗せるだけで、立派
なグリルになるのだ。

焼き網の大きさは、出来れば大きいサイズの
ものを選ぼう。肉や野菜を焼くだけではなく、
その傍らに鍋を置くこともできるし、パエリア
パンで料理する場合も、この網の上に乗せて料
理すると、安定感も増していい感じなのである。

この焼き網は、ホームセンターなどで安く売
られているもので十分。炭や薪を使うと、網の
裏に煤がかなり付くし、肉の油も付着するから、
丁寧に洗わないとすぐ使えなくなる。鉄製のモ
ノが多いので、錆も湧く。そうなると、数回で
買い換える羽目になるのだ。

ただし、どんな焼き網でもいいかというと、

（ ）

多少のこだわりを持っていたい。
まずは、先に述べたように大きめの網だという

こと。長辺が60cm以上あるのが望ましい。そし
て網目が細かい物が良い。細かい網目だと、食材
を直接置いても網目からこぼれ落ちることはない。

更にフレームが頑丈であること。簡易なかまど
に網をかぶせたとき、鍋などを置くことが出来る
ので、とても便利なのである。

僕がお薦めするものは、1976年にバーベ
キュー用コンロを開発・発売開始したCAPTAIN
STAGのグレービー・バーベキュー・アミの2号だ。
80cm×50cmの大きさがあり、フレームもしっか
りしている。

もともとはパール金属のブランドだった
CAPTAIN STAGは、BBQに焦点を絞ったアウトド
アグッズブランドとして知られているが、2012
年にパール金属から分社化しブランド名が社名と
なった。40年以上BBQにこだわった会社だけあっ
て、その製品は十分に信頼できるものだった。

炭火や焚火で焼いた肉や野菜はとても美味しい
ので、是非この焼き網は入手しよう。

BBQ用焼き網

焚火の四隅に大きな
石を置いて、この網
をかぶせるだけで、
コンロができるので、
大きめの網があると
便利。このBBQ網は、
長辺が80cmあるの
で、使い勝手が良い。

小さい網目のモノが、
各種いろいろなもの
を焼けるので便利。

フレームがしっかり
したものを選ぶと、
食物だけではなく、
鍋やパエリアパンを
乗せることもできる
のでお勧め。
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キャンプに行くとあれこれ料理を作りたくな
るものだが、手軽に、でもキャンプらしく見た
目も豪華で、しかもみんなでワイワイとたべら
れるメニューがうれしい。そうなると、候補と
して上がる料理の中に、必ずパエリアが登場す
る。

そこで、パエリアパンを一つ持っていると、
パエリアはもちろんのこと、それ以外の料理に
も使えてとっても便利なのである。

パエリアパンは大きさはいろいろあるが、
ファミリーキャンプだったら30cm程度のパエリ
アパンが適当ではないか。あまり大きいとツー
バーナーに収まらないし、持ち運ぶのも料理す
るのも大変だ。もちろん、最初から炭火あるい
は焚火専用で使うのだというのであれば、60cm
ぐらいの大き目のパエリアパンでもOK。

取扱いが粗雑になり、煤などで汚れてしまう
野外での使用を考えれば、安い物を選ぶという
ことでも十分だけれど、美味しい料理を作りた
いし、キャンプのあとはきちんと手入れをして
自宅でも使うというのであれば、それなりのも

（ ）
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のを購入することも十分ありだと思う。
僕が長年使っているのは、新潟の燕三条発祥の

和平フレイズという調理用具メーカーのもの。造
りがしっかりしているので、多少粗雑に扱っても
OKだ。

アウトドアでもお洒落にちゃんと料理したいと
いう方には、スペインの家庭やレストランで最も
愛用されているEL CID社製のパエリアパンがお薦
めだ。最初は銀色だが、使っていると家庭でも黒
くなる。でも、エンボス加工が施されているから、
焦げ付きにくく、おいしいパエリアが出来上がる
こと間違いなしだ。

パエリアパン

用途はパエリアだけ
でなく、さまざまに
使えるのが嬉しい。
朝の食卓の目玉焼き
から、焼きそばやお
好み焼きまで作れて
しまう優れもの。

厚みのあるしっかり
したパエリアパンは、
丁寧に扱うとかなり
長く使えるのがあり
がたい。

キャンプの人
数にもよるが、
多少大きめの
ものを持って
いると、大人
数に対応でき
るので便利だ。

スペインEL CID社製のパエリアパン

パエリアレシピ
有頭えび…5尾、白身魚（切り身）…小１枚、あさり（砂抜き済）…15～16個、いか…小１パイ分、玉ねぎ
…1/6個、にんじん…3㎝大程度、セロリ…8㎝程度、にんにく…2片、塩…小さじ1/2、トマト缶（ホール）
…1/2カップ、サフラン…10本、オリーブ油…1/4カップ（50ml）、米…１合 レモン、イタリアンパセリ…お
好みで、水…600cc

魚介は食べやすいサイズに、玉ねぎ、にんじん、セロリ、にんにくはみじん切りに。ホールトマト缶のトマ
トはつぶしておく。いかに焦げ目がつくまで中火で焼き、野菜を加えて玉ねぎが透明になるまで炒る。そこ
にホールトマトを入れ煮詰め、水と有頭えび、あさり、白身魚、水、塩、サフランを入れて強火で煮る。ひ
と煮立ちしたら魚介を取り出しておく。フライパンに米をサラサラとふり入れ、最初の5分は強火で炊き、残
り12分は弱火で炊き上げ、強火に戻しておこげを作る。最後に取り出した魚介をフライパンに戻して、レモ
ンとイタリアンパセリをのせたら完成。



バックパッキングのときも、オートバイツー
リングのときも、ポケットに潜ませておくと便
利なのが、スイスアーミーナイフだ。一つのナ
イフに様々な用途の器具が装着されているもの
で、種類によって装備されている道具が異なる
が、1880年にスイスで創業されスイスアーミー
ナイフの代名詞といわれるビクトリノックス社
のナイフは、通常のミディアム・マルチツール
だけでも77種類も用意されている。僕が昔いつ
も持ち歩いていたのは、大小二つのナイフブ
レードに、栓抜き、マイナスドラーバーなどが
装備された「リクルート」というモデルだった。

昔もいまも、スイスアーミーナイフの定番と
いえば、トラベラーだろう。僕が使っていた物
よりも、いくつか機能がプラスされているので、
バックパッキングやキャンプ等に出る場合、ト
ラベラーは何かと役に立つはずだ。僕の場合は
ワインは飲まないので、コルク栓抜きは不要な
のだが、それに代わってプラスドライバーが付
いたモデルもあるので、自分に合ったものをさ
がすとよいだろう。

（ ）
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ただし、あくまでも軽量装備の山歩きやオート
バイツーリングの際に、缶の蓋を開けるとか、野
菜を切るとかの用途には使えるが、本格的な料理
をする際のクッキングナイフ（包丁）としてはい
ささか役不足であるのも事実である。

そこで、オートキャンプなどの時におすすめな
のが、同じくビクトリノックスから現在発売され
ている「アウトドアクッキングナイフ」だ。ブ
レードの長さ15cmは、家庭用包丁とされる包丁
よりも小ぶりなサイズだが、野菜、肉、小魚など
一般的な食材の調理には充分なサイズだ。

スイスアーミーナイフ

栓抜き＆マイナスド
ライバー 5mm

カン切り＆マイナス
ドライバー 3mm

スモールブレード
（小刃）

リーマー（穴あけ）／パンチ

はさみ

ラージブレード（大刃）

VICTORINOXのアウトドアクッキングナイフ

コルク栓抜き

ワイヤーストリッパー



高校時代、一番欲しかったアウトドアグッズ
は何かというと、もちろん、スベア123Rだった。
このコンパクトストーブは、1955年に製造開始
されてから現在に至るまで、60年以上たった今
でも現役で、1970年代にバックパッキングに
嵌った人間にとっては、まさに三種の神器的な
存在だったといえるだろう。キャンプに行くと
きには、必ず一人一台持参し、珈琲を沸したり、
レトルトのカレーを調理したものだった。

ソリッドブラスの本体は使い込むほどに独特
の風合いを増し、永く愛用すればするほど愛着
の湧く逸品である。

スベアブランドは、スエーデンのカール・ナ
イバーグによって1880年代後半に家庭用の灯油
キッチンストーブとして開発されたが、その後
1969年にOPTIMUS（オプティマス）社が買い取
り、液体燃料を利用した強力で高い信頼を誇る
登山用ストーブとして改良製造したものが元祖
なのだという。

本体の下部が燃料タンクになっており、そこ
にホワイトガソリンを注入し、タンク上部に設
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けられたプライマーパン（primer pan）に注いだ
少量の燃料に着火して燃料タンクを予熱し加圧す
る。adjusting keyを回し、control valveを開き、
マッチやライターで火をつけると、ジェットエン
ジンのような音を立てて、バーナーに火が付くの
だ。このジェット音のような咆哮が、スベアの最
大の特徴だったかもしれない。

一度山梨の四尾連湖で、年越しキャンプをした
時には、あまりにも寒くてスベアに火が付かず、
焚火で温めようと、K君が燃え始めた薪の火を大
きくするためにホワイトガソリンを注いだ瞬間、
ホワイトガソリンの容器まで火が伝わり、それを
振り回したため、危うく一面が火の海になりそう
になったという逸話もある。

コンパクトストーブ

補助コンロ。メイン
コンロよりも若干火
力が弱いので、煮込
み料理などに利用す
る。

蓋はそのまま火にか
けられるので、一杯
分の紅茶を沸かすこ
とが可能だ。

外側がフードで覆わ
れており、これは取
り外しが可能だ。

珈琲を
淹れる

取っ手は取り外しが
でき、本体のフード
の内側に収めること
が可能だ。

燃料タンクからノズ
ルに燃料を送るつま
み。これにより、火
力を調整できる。

フードの内側はこんな感じ。

五徳部分は、外側に
も向くので、多少大
きめの鍋でも乗せる
ことが可能だ。



スベアの最大の欠点は、寒いところでは火力
が弱いということだった。実は重さもそれなり
にあり、出来ればもう少し軽いストーブがある
といいなと思っていた。確か社会人になった翌
年のことだと思うが、山と渓谷社から発行され
ていた『Outdoor』という雑誌にMSRのウイス
パーライトが登場したのではなかっただろうか。
その写真を見たとき、かなり愕然としたのを覚
えている。何しろ、バーナーヘッドに３組のワ
イヤーフレーム、ひとヒネリされたジェネレー
ターチューブが、ボトルのポンプにつながって
いるだけなのだから。

しかし、これはツーリングにもバックパッキ
ングにもとっても効果を発揮することはすぐに
分かった。なにしろ軽量だ。装備は軽い方がい
いに決まっている。いままで、ホワイトガソリ
ンのボトルを別に持参したが、その必要もない。
社会人になっていた僕がこのストーブに飛びつ
かないわけはなかった。

記録によると、MSR社は、1969年にクライミ
ング用品の安全性と信頼性を研究するのために、

ラリー・ペンバーシーが創設した会社だ。1984
年に軽量バックパッキングストーブの代名詞とな
るウイスパーライトを発売したということなので、
僕の記憶は間違っていなかったことになる。

ウイスパーライトは、燃料ボトル部分にポンプ
が付いているので、あらかじめ20回ほどポンピン
グしてからバルブを開けて、燃料を少量噴き出さ
せ、一旦バルブを閉じて、バーナーのガソリンに
点火しプレヒートする。ジェネレーターチューブ
に熱が伝わると、中のガソリンが噴き出して来て
炎を上げるので、この炎が収まった頃にバルブを
開けて全開にする。スベアに比べるとかなり静か
な音で、より強い火力が得られるのは、とても素
晴らしかった。

あれから35年、今では、プリムス、ソト、オプ
ティマスなどから類似のガソリンバーナーが発売
されているが、いまだにこのウイスパーライト
（他の燃料を使えるインターナショナルなどのバ
リエーションも追加されている）は、しっかり現
役の座を確保するだけでなく、ガソリンストーブ
の先端を走っているのである。

コンパクトストーブ

燃料ケーブルは曲げ
ることができるので、
いろいろな場所で使
うことができる。

ホワイトガソリンを
満タンにしておけば、
結構な時間利用でき
るので、とても便利
だ。

このままだとむき出しだが、同梱
でアルミの風よけが付いている。

ホワイトガソリンを
圧縮し、噴出させる
ためのポンプが付い
ているので、強い火
力が得られる。

五徳部分を折りたた
み出来るので、本体
はとてもコンパクト
になるため、バック
パッキングには最適
だ。
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パーコレーターは、珈琲沸しだ。中にサイ
フォンの原理を応用した器具を装着し、挽いた
豆を入れておけば、湯が沸けば珈琲も湧くとい
う優れもの。バックパッキングやオートバイ
ツーリング、はたまた、オートキャンプでも役
立つ必須アイテムだ。

僕らが野遊びを頻繁にしていた頃は、1900年
代前半に創業したアメリカを代表するアルミ製
の調理用具製造メーカーmirro社のパーコレー
ターが定番だった。アルミ製のショックメー
カーのモノなので、ザックに潜ませておくと、
結構ぼこぼこに変形したりしたものだ。

残念ながら、mirroのパーコレーターは廃盤に
なってしまい、いまではオークションに出てい
るぐらいで、アウトドアメーカーのものは、ほ
とんどステンレス仕様のパーコレーターに変
わってしまった。ちなみにキャプテンスタッグ
がmirroのパーコレーターの形状や機能をライセ
ンス取得し、ステンレスで製造しているのだと
いう。なるほど、そういえば昔懐かしい形をし
ている。
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ただ、どうせ珈琲を沸かす道具として利用する
なら、パーコレーターのサイフォン機能を使うよ
りも、湯を沸かす道具として利用し、キャンプの
現場でも、ハンドドリップの美味しいコーヒーを
楽しみたい。であるのなら、いま僕が勧めたいの
は、snow peakのパーコレーターだ。ボディーに
設置された取っ手が金属製ではあるのだが、注ぎ
口の形状やデザインが秀逸で、眺めているだけで
いい感じの逸品なのである。

パーコレーター

頑丈なステンレス製
なので、直火にかけ
ても全く問題ない。

注ぎ口が細いので、
パーコレーターの中
身を装着せず、湯だ
け沸し、ペーパー
フィルターのドリッ
プで珈琲を淹れるの
にも適している。

パーコレータの内側
には、このような容
器が装着され、サイ
フォンのように珈琲
を淹れることができ
るようになってい
る。。

取っ手は樹脂製のも
のも多いが、snow 
peakのモノは、ス
チール製なので、手
袋が必須だ。

湯が沸騰すると、こ
この部分にコーヒー
がぽこぽこと跳ね上
がる。透明なガラス
なので、その様子が
楽しく見れる。

定番だったmirro社のパーコレーターだ。
アルミ製で、胴体がへこんでいたりする。



ボーイスカウト時代には、あちこちを歩き回
るオリエンテーリングを何度も経験した。今で
いうデイパックのような小ぶりのリュックサッ
クに、ちょっとした荷物（風よけのウインドブ
レーカーや、夜食代わりのチョコレートと水筒
など）を積めて、夜通し歩くナイトハイクも体
験した。キャンプに行けば食器のセット、ハイ
クの時は水筒を持って歩いたのだけれど、コッ
プと食器を別々に持って歩くのは、なんだか面
倒臭いなあと思っていた。

高校生に一緒に遊ぶ友人たちが出来、アウト
ドアライフをするようになった時に、一番最初
に買ったのが、食器にもコップにもなる「シェ
ラカップ」だった。

軽くて持ち運びが便利で、火に直接かけて鍋
代わりにも使えるし、コップのように飲み物を
注いで飲むことも可能な、この優れもののカッ
プは、米国の自然保護団体「シェラクラブ」が
会員向けに配ったアイテムだった。シェラクラ
ブは、自然保護の父と呼ばれるジョン・ミュー
アにより1892年5月28日にカリフォルニア州

サンフランシスコ市で創設された。
シェラカップはステンレス製のカップで、実際

に考案したのはジョン・ミューアではなく、W.E.
コルビーという会長だったといわれている。会員
向けに作成されたものの、その人気がバックパッ
カーの間に広まり、市販もされるようになり、い
まではアウトドア必須の道具になっている。

ちなみに、ジョン・ミューアは、『自然保護の
父』と言われ、ヨセミテ渓谷から端を発する
「ジョン・ミューア・トレイル」にも名を残して
いるナチュラリストだった。彼の偉業については、
僕らのアウトドアライフの師匠の一人だった加藤
則芳氏の書いた『森の聖者 自然保護の父ジョ
ン・ミューア』に詳しい。

現在でも、このシェラカップはアウトドア用品
店で購入可能だ。ただ、当時と違い、真鍮やステ
ンレスだった素材が、チタン製のものにとってか
わられている。勿論チタンは軽いので、持ち運び
も便利。最近のモノは目盛りもついているので、
軽量カップとしても利用でき、用途が広がってい
るのが嬉しいところだ。

シェラカップ

頑丈なステンレス製
なので、直火にかけ
ても全く問題ない。

淵が膨らんでいるの
で暑い飲み物も口を
付けることができる。

取っ手の先端が曲
がっているので、ベ
ルトやザックに引っ
掛けることができる。

シェラクラブの会員
向けに作られたオリ
ジナルのカップであ
ることを表示してい
るロゴマーク。現在
は違うデザインに
なっている。

35



高校時代に喫茶店に入り浸った僕が当時飲ん
でいたのは、実はコーヒーではなくて紅茶だっ
た。コーヒーの苦みというのが当時は今一つな
じめず、トワイニングのダージリンばかり飲ん
でいた。大学時代、八ヶ岳の美味しい湧き水で
友達が淹れてくれた焙煎の深いコーヒーを飲ん
で、その美味しさにすっかり魅せられたのだっ
た。それまでコーヒーには砂糖とミルクは必須
だった僕が、それ以降不思議とコーヒーはブ
ラックメインになっていったのだから、何が
きっかけで人生が変わるかわからない（ちょっ
と大げさ）。

それからというもの、当時通い詰めていた町
田のカフェ・グレで出されていたコクテール堂
のOLD5ブレンドを好んで飲むようになった。
OLD5ブレンドは、まろやかさの中にコクと透明
感のある甘く芳醇なコーヒーするために、わざ
わざ山梨県韮崎市の生豆熟成倉庫で十数か月エ
イジングさせた豆を、深煎りのフレンチロース
トにしたブレンドコーヒーだ。
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当時僕が住んでいた町田には、コクテール堂の
豆を販売する小さな店があり、そこで買っては
キャンプやツーリングに持って行って、森の中で
芳醇なコーヒーの香りを楽しんだものだ。町田の
店が無くなった後は、カフェグレで購入したり、
虎ノ門の本店に時々足を伸ばしたりもした。

とにかくコーヒーの持つ独特の酸味が苦手なの
で、アフリカ系の豆は敬遠しがちになる。唯一ア
フリカモカ系のコーヒーで僕が美味しいと思った
のは、NIFTY SERVEで知り合った、現在コーヒー
商社“石光商事”の社長をしている石脇智広さんが、
当時東大大学院の研究室で自らその場で焙煎して
淹れてくれたイルガチャフェのみだ。だからマン
デリン、ブラジル、コロンビアなどに手を出すこ
とになるのだが、その場合も浅煎りよりも深煎り。
極端にいうとフレンチローストが好みだった。

幸い、近隣の橋本（神奈川県相模原市）にコク
テール堂があるので、まさに直球ストレートのど
真ん中の深煎りコーヒー、OLD５ブレンドを現在
でも堪能しているのである。

コクテール堂の珈琲豆

フレンチローストな
ので、黒く光る豆は、
とても良い香りがす
る。

Old５は、コクテー
ル堂の定番ブレンド
の一つ。100g400円
台のリーズナブルな
エイジングコーヒー
だ。僕はもう30年以
上飲み続けている。



キャンプやツーリングに持参する紅茶は、な
んといってもトワイニングのダージリンが多
かったのだけれど、片岡義男氏の『コーヒーも
う一杯』や『彼らと愉快に過ごす』といった本
の中に、ハーブティーが登場したのを読んで、
時々だけれどハーブティーを忍ばせて行ったこ
とがあった。

当時ハーブティーというと原宿の「生活の
木」でブレンドしたものを買うとか、紅茶専門
店にわざわざ出向いて探したりしないと、入手
が難しかった。唯一、紀ノ国屋とかの高級スー
パーで、ティーバッグのハーブティーが売られ
ていたのを記憶している。

ハーブティーといえば、やはり一番に名前が
上がるのはポンパドールのモノではないだろう
か。片岡義男氏も『彼らと愉快に過ごす』の中
で、「ポンパドールのものがもっとも美しいよ
うに僕は思う。」と書いている。この本で片岡
氏が掲げているポンパドールのハーブティーは、
その後あちこちのスーパーなどで見かけるよう
になった。最近はパッケージデザインなども随

分変わってしまったのだけれど。しかし、美味し
さという面では、当時と何ら変わりない。

ポンパドールはPOMPADOURと記載するのだ
けれど、ドイツのティーメーカー、ティーカネン
社のティーブランドだ。ティーカネン社のお茶は、
TEEKANNEブランド（1882年発売）と
POMPADOURブランド（1913年発売）の二つ
あったようだが、日本ではポンパドールブランド
が圧倒的に知られている。現在日本では、
TEEKANNEは社名としてパッケージにその名前が
記載されていて、ポンパドールのブランド名は、
外箱に記載されている。

様々なハーブやフルーツの茶がポンパドールか
ら発売されているが、僕としては、オーソドック
スなミントティーやカモミールティーに加え、ル
イボス、レモンバーベナ、ペパーミント、カモ
ミール、フェンネル、その他の厳選ハーブをブレ
ンドした、味わい豊かで香り溢れるトラディッ
ショナルミックスか、レモンやリコリスをブレン
ドし生姜の味わいでスパイシーに仕上げたジン
ジャー＆レモンがお勧めだ。

ハーブティ

ラズベリーとバニラ
のHot Love

ストロベリーとチェ
リーのSweet Kiss

各種フルーツをミッ
クスしたMixed Fruit

リンゴと各種フルー
ツのApple & Fruit
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さまざまなハーブティーやフルー
ツティーが発売されているが、こ
れはフルーツティーをのアソート
ボックスだ。
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野山で遊ぶ
アウトドアライフの基盤をなすのは、やはり「野山で遊ぶ」ということで

はないかと思う。従来のように、”釣りに行く“とか”登山をする”というのでは
なく、野山にでて、様々な遊びを楽しんでしまうことこそ、アウトドアライ
フの醍醐味なのである。

そこには、様々な具体的な“遊び”がある。それは雪の中を歩くことだった
り、スキーを楽しむことだったり、あるいはキャンプをしながら星空を愉し
むことだって含まれる。オートバイに乗って温泉を巡り、途中気に入ったク
リークでフライフィッシングなんてことももちろんあるわけで、およそ野外
で楽しむ遊びは、僕たちにとって楽しい時間を満喫するための手段だったの
だ。

ここでは、そんな遊びのカテゴリーごとに、遊びのためのツールのあれこ
れを紹介してみることにする。



雪の中で遊ぶ。それはとても幸せなことだ。
真っ青な空の下、広いすそ野を持った大きな山
の麓の緩斜面や林道などをぶらぶら散歩するだ
けで、気分はとっても晴れやかになる。

雪の中での楽しみは、沢山ある。動物の足跡
を追いかけるアニマルトラッキングや、バード
ウォッチング。時にはスノーキャンプをしたり、
クロスカントリースキーなどもできてしまう。

そんな雪道を楽しく過ごすためには、レイ
ヤーシステムで着こなしたアウトドアウエアに
加え、雪道を歩けるスノーブーツは必須だ。

僕らがアウトドアに嵌っていた時に、雪靴
だったらこれしかない！というブランドがあっ
た。それがソレルだった。おそらく今でもス
ノーブーツといえば、ソレルが代名詞になって
いるのではないか。1970年代後半から80年代前
半には、ソレルは、雪遊び大好き人間たちの憧
れだったといっても過言ではなかった。折しも
バブル真っ只中のあの時代、僕らはディスコな
どに行く代わりに、ソレルのブーツを手に入れ
て、森へと向かったのだった。
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ソレルは1962年にカナダで誕生したブーツの
専門店。世界に先駆けてレザーアッパーにラバー
ボトム、着脱可能なフェルトライニングという革
新的なコンビネーションのウインターブーツを発
表した。そして1972年には、このコンビネー
ションを採用したソレルの代表モデルCARIBOU
（カリブー）が誕生したのだった。

雑誌でこの靴を見たとき、「こんな暖かそうな
ブーツだったら雪道もへっちゃらだろうな」と
思ったものだった。そしてこれは買うしかないと
いう衝動にかられたわけだ。手元に届いたカリ
ブーは、雑誌で見たとおり、ぶ厚いサーモプラス
フェルトインナーブーツが、革のアウターの中に
装着されており、さらにL.L.BEANのビーンブー
ツのようにラバーシェルがつま先部分を覆ってい
た。一度履くと雪道はこれしかないという完璧な
ブーツだった。我が家の靴箱には、いまだ現役で
カリブーが収納されているのは言うまでもない。

スノーブーツ

ラバーソールで、
しっかりとした溝も
刻まれており、足元
を確保。スリップも
しないので、雪道も
ザクザクと歩ける。

SOREL CARIBOUの
ロゴがいい感じ。

外側がフードで覆わ
れており、これは取
り外しが可能だ。

雪で遊ぶ

アウターはラバーな
ので、完全防水に
なっている。

太目の網揚げ紐は手
袋をしていても閉め
やすく、金具でしっ
かりとホールドされ
ている。

フェルトインナー
ブーツがすっぽりと
仕込まれているので、
とても暖かい。
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たとえば、南八ヶ岳の麓の天女山の森や、北
八ヶ岳の坪庭あたりの雪野原を歩くときに、い
つもスノーシューを借りたものだった。カント
リースキーで歩くのも良いのだけれど、ハイキ
ング気分で歩くには、平地走行用のスノー
シューが最高に楽だった。

当時のスノーシューは、木製のもので、革製
のビンディングで靴を固定するものだった。い
わゆる日本の「かんじき」や「わかん」みたい
なものだったが、スノシューの方が、なんとな
く舶来品的なデザインで、格好よかった。登山
で使う”わかん”はもっと小型で、急な山道には
向いているけれど、小さい分浮力が弱いので、
膝ぐらいまで雪に埋もれることもあった。一方、
スノシューは総面積が大きい分、雪に沈みにく
くて、平地だと歩きやすい。

もともとスノーシューは、カナダの原住民が
狩りなどに使っていた物が原型だといわれてお
り、木枠に皮のガットを張ったものだった。カ
ナダの伝統的なスノーシューにはいくつかの型
がある。地域の環境に合わせて違う形が発達し
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したらしい。たとえば、藪が多く、雪の深い地域
に住む人たちのスノーシューは、円い”うちわ”タ
イプだ。体重を分散させ、ふかふかとした雪に身
体が沈むのを防ぐ。しかし、幅が広いだけに、こ
れを履くと、脚を大きく開いて「ガニ股」になっ
てしまう。そのため、長い距離は歩きづらい。一
方で、比較的開けた土地に住む人たちは、細長く
て、前後の端が尖った紡錘形タイプを愛用した。
長距離を楽に移動できるが、長いだけに、茂みが
多いところで向きを変えようとすると厄介だ。そ
してその後一般的になったのは、水滴型。後ろに
突き出た部分があるので、安定し、長距離を歩け
る。また、前が丸いので藪での方向転換も楽だ。

現在のスノーシューも、ほぼこれが進化したも
のだといえるだろう。僕が八ヶ岳で遊んだスノー
シューは、まさにそんなプリイティブでトラ
ディッショナルなものだったが、今では、まるで
スキーかスノボかというぐらい進化をとげ、機能
性も向上している。

スノーシュー

裏面後部にはヒール
クリートと呼ばれる、
さまざまな地形を走
破する安定性とけん
引力のあるクランポ
ン（アイゼン）が用
意されている。

耐久性が高く、軽量
性・柔軟性にも優れ
ていて、雪が付着し
にくいため歩きやす
く、冬の低温下での
使用に最適な素材、
ナイテックスを使用
したデッキが装着さ
れている。

後部のテールを滑ら
せるように歩行がで
き、自然な歩幅でス
トレスがあかからず、
更に雪の跳ね上げも
少なく快適な歩行を
実現するライトライ
ド・サスペンション
を使用。

裏側には、焼き入れ
したスチールを使用
した、耐久性・グ
リップ力のあるテー
パードスチール・ツ
イントラックトゥク
ランポン（靴前方の
アイゼン）を採用。

シェルを持たずベル
トのみで締め込む非
常に軽量なストラッ
プ・バインディング
バインディング。

スノーシューのテー
ルをV字形状にする
ことで、足運びを自
然に保ち、深雪でも
まっすぐ進みやすく
なる。



クロスカントリースキーを初めて履いたのは、
八ヶ岳山麓の甲斐大泉にあったペンション・ド
ンキーハウスでのことだった。

ドンキーハウスのランドクルーザーに乗せて
もらい、仲間たちと天女山の林道まで行き、そ
こで、交代にクロスカントリースキーを履いて
しばし雪野原を思う存分楽しんだ。

アルペンスキーは10歳からやっていたし、社
会人になってからも毎シーズン奥志賀高原を
ベースに、あちこち出かけて滑りまくっていた
のだが、クロスカントリースキーはまるで別物
だった。踵が上がるという不安定さで方向転換
一つとっても、最初はなかなかうまくいかず、
坂を上るのも一苦労だった。しかし、このス
キーの面白さは、アルペンスキーとは異なり、
自然とのんびり戯れることができる点にあった。

一般的なクロスカントリースキーの板には、
裏面の中央部分にうろこ状の突起物が並んでい
て、そこをうまく雪に接地させて坂を上る仕掛
けだった。ただし、その突起物のせいで、下り
はあまりスピードが出なかった。競技用のクロ

スカントリー
スキーは、そ
のデメリット
をカバーする
ためにワック
スで対応する。
スキーは弓の
ようにしなっているので、普段雪に接地している
部分には、前方向に滑るグリッドワックスを、踏
ん張った時に接地する足の真下部分には、後ろ方
向にストップをかけるグリップワックスを塗るこ
とになる。そんなワックスがけが必要な面倒くさ
いクロスカントリースキーの板に憧れ、僕が入手
したのは、フィッシャーという有名なスキーメー
カーの競技用クロスカントリースキーの板だった。
一度だけ、そのスキーを履いて霧ヶ峰の競技大会
に出たことがあった。完走したものの次から次へ
と地元の中学生に抜かれ、すっかりだ。それ以降、
大会には出ることは二度となかった。やっぱり雪
の原をハイキング気分で気軽に滑るのが僕に向い
ていた。

クロスカントリスキー

昔の細かったクロス
カントリースキー板
よりも、若干横幅が
広くなっている。

中央部分のソールに
は、うろこ状の滑り
止めが施されている。

今のクロスカント
リースキーの板は、
まるでレース用のよ
うなデザインだが、
これは、ツーリング
用の板。

ワンタッチでシュー
ズの脱着ができるビ
ンディングは、大幅
に改善されている。

かかと部分は固定さ
れていないので、走
りやすい。
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10歳からアルペンスキーを始めたことは前の
ページに書いたとおりだ。高校までは毎シーズ
ン、長野県志賀高原の一ノ瀬スキー場をベース
に、スキーをしていた。大学時代には長さ
200cm近いロシニョール板を履いていたことも
あったが、社会人になると、もう少し短いオー
リンという1981年公開の007シリーズの「ユ
ア・アイズ・オンリー」にも登場するスキー
メーカーの板を履くことになる。結構当時は高
級スキー板で話題になっていたけれど、高いか
らというよりも曲がりやすいからという理由で、
僕は履いていた気がする。

1990年代になると、カービングという170cm
ぐらいの短めのスキーが流行り出したのだが、
一度これを履いてしまうと、もう長い競技用の
板などには乗る気がすっかり失せてしまった。
さらに、子供がスキーを始めると、その面倒を
見なければならないので、いっそのこと、滑れ
ればいいということで、さらに短いスキーボー
ドに乗り換えてしまったのだった。

スキーボードというのは、長さが極端に短い
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スキー板で、スキーダンス用として開発されたも
のだった。サロモンがスノーブレードという名前
の90cmぐらいの長さのショートスキーを1997年
に開発・販売を始め、一度試したら、もうこれし
かないという感じに快適で、楽にターンが出来る
し、子供を遊ばせながら自分も遊ぶにはもってこ
いのスキー板だった。何しろ短い分、回転が楽に
でき、こぶを滑っていても、自分がめちゃくちゃ
うまくなったような錯覚に陥るのだ。本来スキー
ボードはストックを持たないスタイルなのだが、
それを無視し、普通のスキーの様に滑るのがとて
も面白かった。

90年代はまだまだカービングがメインで、ス
キーボード（ファンスキーとも呼ばれる）を発売
するメーカーがあまり無く、僕はソロモンのス
ノーブレードに乗っていたのだが、いまや、各種
メーカーのスキーボードが売られているのに驚い
た。ヘッド（HEAD）の17-18 RAZZLE DAZZLEや、
スワロースキーのZUMA(ツマ)など。お勧めは、
ROSSIGNOLのSHOT7 + XPRESS10という120cm
のスキーボードだ。

スキーボード（ファンスキー）

ビンディングの種類
は「クリップタイプ
ビンディング」
「セーフティタイプ
ビンディング」の2
種類ある。これは
セーフティタイプ。

板の長さがとても短
いので、こぶをこな
すのもとっても楽な
上に、安定性もある
ので、滑りやすい

長いスキーよりも幅
が広く、安定性が良
い。
1m以下の長さのも
のも選択肢に入れよ
う。

ショートスキーは各
メーカーから出され
ているので、好みで
選ぶとよいと思う。



社会人になってすぐオフロード用のオートバ
イを購入した僕は、2年乗った後、別のオートバ
イに乗り換えた。さらに、社会人5年目ぐらいで
初めて自家用車を買うことにした。当時は、時
代がバブルに突入していた時期で、景気も良く、
社会人５年目の僕でも、身の丈にあった車なら
買うことが出来た。その時の選択肢は、もちろ
ん四駆だった。

アウトドアライフをメインにしていると、ど
うしても山道、雪道を走る機会が多いので、四
駆は必須だった。しかし、当時憧れていたトヨ
タのランドクルーザーとか日産のサファリなど
は到底買えない。一方、ジムニーという小型で
可愛い四駆や日産のダットサントラック４WDな
どが選択肢としてあって、あれこれ悩んでいる
ときにスズキからエスクードというクロスカン
トリーセダンが発売になったので、思わず勢い
でそれを買ってしまったのだった。

エスクードは、小型ながら本格クロスカント
リー車としての機能を持ち、市街地や高速道路
での走行性も高めた乗用車としても使えるSUV

の先駆けだっ
た。

大型の４WD
は、燃費や乗
り心地を無視
しているのに
対し、エス
クードは従来
の四輪駆動車
並みの強固な
ラダーフレームを採用しつつも、パートタイム式
四輪駆動や、2速の副変速機を備えるなど、より
日常遣いに配慮したパッケージングを確保してい
たのだ。

４WDの車高の高い車は、遊ぶのにはとても良
かった。雪道が全く怖くなく、スキーやスノー
キャンプにも威力を発した。

エスクードはその後５ドアのノマドが発売され、
マイナーチェンジが何度か行われたが、2005年
（平成17年）にフルモデルチェンジされ、今では
見た目も別の車になってしまっているのが残念だ。

4WD自家用車

車高が高いので、雪
道もダートもへっ
ちゃらだった。

4WDは、スタッドレ
スを履けば、大抵の
雪道も難なく踏破す
る。

車体の色は紺一色
だった。ブリティッ
シュグリーンとかイ
エローとか、ジム
ニーのようにもう少
しカラーバリエー
ションがあると嬉し
かったのだが。

これは初期型のデザ
イン。今はもう少し
スポティー。当時は
ジムニーと比較して
すごく洗練されたイ
メージだった。
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ホールドの良いアウ
トドア仕様のタイヤ
だが、振動はそれほ
どなかった。



カヌーに初めて乗ったのは、1983年の秋のこ
とだった。カヌーイストの野田知佑氏の『日本
の川を旅する』(1982年発行）を読んで、一度カ
ヌーに乗ってみたいと思った。

そこで、当時千葉の亀山湖をベースにしてい
た野田氏にオートバイで会いに行ったのだった。
たまたま亀山湖でカヌーを浮かべていた野田氏
は、まだ日本で浸透していなかったカヌーを広
めようとしていたので、僕のようなどこの人間
かもわからない奴も暖かく迎えてくれて、その
場で彼のファルトボートに乗せてくれたのだっ
た。

カヌーというと、通常、ボートのような構造
のカナディアンカヌーのことを指し、シングル
パドルで漕ぐのが一般的だ。一方で、最近競技
カヌーで有名になった一人もしくは二人用の、
中にすっぽり人が入るタイプのカヌーをエスキ
モーカヤックという。そして、そのエスキモー
カヤックのうち、折り畳み式のフォールディン
グカヤックをファルトボートと呼ぶ。大きめの
ザック程度の大きさの荷物に纏めることが出来、
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車のトランクに積んで川や湖に持ち込み組み立て
ると、全長４メートル前後のカヤックが出来上が
る。僕らが遊んでいた頃のカヌーは、木製のフ
レームがメインで、組み立てたフレームに船体布
と呼ばれる袋をかぶせるとカヤックの形になるフ
ジタカヌー製ものだった。

その後、野田氏はすっかり有名になり、カヌー
犬ガクとともにBe-Palなどのアウトドア雑誌にし
ばしば登場するようになるが、僕らはオートバイ、
山歩き、雪遊び、焚火など、さまざまに遊びが
あったので、カヌーも時々近所の相模川や西湖
（富士五湖）で乗るぐらいだった。でも、湖面に
近い場所に座り、自力で前に進むカヤックの浮遊
感は、なんとも自由で楽しかった。

ファルトボート（カヤック）

バケットシートは凹
型に立体裁断を施し、
背もたれはFRPの芯
材とフォーム材を内
蔵。フィット感があ
り、長距離ツーリン
グでも快適。

デッキラインは、ツーリング時の荷物を
固定。ラインを通すループは小物の固定
に使用。また、エアチューブは左右に２
本のエアチューブを内臓。船体に張りを
もたせると同時に浮力体にもなる。

川や湖で
遊ぶ

キャンプツーリング
も可能なボリューム
のある船体が特徴

黒丸のハッチは、組み立
て時のフレームのはめ込
みや、パッキング、ウェ
アや携帯食の出し入れに
使用。

船体は引き裂き強
度・体摩擦性にすぐ
れたリップストップ
入りのテトロンター
ポリンを使用。

西湖でカヤック



フライフィッシングは格好いい。渓流でロッ
ドを自由自在に操り、フライ（毛鉤）を飛ばす
姿を見ると、是非あの技は覚えたいと思う。正
直にいうと、フライは10回ぐらいしか飛ばした
ことがない。自分の思うところにフライを落と
すのは至難の業だった。でも、ルアーに比べる
とフライは道具も見た目がとってもいい感じな
ので、物から入るアウトドア青年にとっては、
憧れのアウトドアスポーツだった。

フライフィッシングは欧米で古くから行われ
ている釣りの様式だ。昆虫に見立てたフライ
（毛鈎）という疑似餌をリールの付いたタック
ルでキャストし魚を釣る。日本にも伝統的なテ
ンカラ釣りがあるが、リールを使わない点でフ
ライフィッシングとは一線を画す。

フライフィッシングに必要な基本的なアイテ
ム（釣り用語ではタックルと呼ぶ）はフライ
フィッシング専用のロッド・リール・ライン・
フライの4点。これさえあればすぐに渓流に行く
ことができる。

軽い毛針を投げられる専用のフライロッドは、

渓流釣りの場合7
フィート程度の3
番ロッド。当時は
ヘンウックのロッ
ドが憧れだった。
コンパクトに携帯
できるのがいい。
リールは、なんといってもオービスのバテンキル
ディスク フライリール。改良を重ね、現在も同
じ名前で販売されているロングセラーリールだ。

フライフィッシングのフライラインは軽い毛針
をキャスティングできるよう太く重さがある。
ロッドの番手に合わせて選び、リールに下巻き用
のバッキングラインをある程度巻いた後に、フラ
イラインを巻く。さらに、フライラインは太いの
で直接フライを結ぶことが困難なため、リーダー、
ティペットの順にラインをつなぐことで、フライ
を結ぶことが出来きる。肝心のフライは、ドライ
フライという水面に浮くタイプウエットフライと
いう水に沈むタイプがある。僕はドライフライが
好き。水面に浮く虫を演出し魚を狙うわけだ。

フライフィッシング

ヘンウィックのフェラライト・パック・イン・
ロッドとかイーグル・クロウのトレール・マス
ターなどのロッドが憧れだった1980年代初期。
渓流では、携行性と釣り場を考え、7ftぐらいの
ロッドがいい。これは1856年にチャールズ・
F・オービスによってバーモント州マンチェス
ターで創業したORVISのロッド。

大学時代、サンフランシスコのダウ
ンタウンで初めて入ったORVISの店
で、すっかり魅せられたBattenkill。
ORVISのリールの形状は、芸術的だ。

三番ロッドには見合うリール
やラインの太さなどが自ずと
決まってくる。
あとは機能性とか見た目とか、
そういう自分の好みで道具選
びが進む。
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この小さなまるでペンダントヘッドのような
木製品は、バードコールと呼ばれるものだ。
ボーイスカウトで森遊びをするときに、いつも
持っていき、なんとなく鳥と会話しているよう
な気分になったものだ。

最近放映されたテレビドラマ『僕らは奇跡で
できている』で、主人公の大学講師相川一樹役
の高橋一生が、フィールドワークで学生と森に
入り、バードコールを鳴らし鳥と会話する場面
を懐かしく見た。

バードコールの構造は簡単だ。どんぐりより
もちょっと大き目の木の筒に金属の金具がはめ
込まれていて、金属部分を持って、木筒を回す
と、木と金属がこすり合わさり、鳥のさえずり
に似た音が発する仕組み。

アメリカでは100年以上も前から狩猟に使われ
てきたといわれ、アウトドアライフという言葉
が日本に入って来たころには、アウトドア
ショップに必ず並んでいた物だった。発売して
いたのは1905年発足の米国NYの鳥獣保護団体、
「オーデュボン協会」。 1940年に全米オーデュ
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ボン協会（英語: National Audubon Society）とし
て改組し、現在も活動が続いている。いうなれば
米国版野鳥の会といった感じだろうか。

近年ではネイチャー・ゲームのメニューとして、
森に出かけて野鳥と会話をする道具等に活用され
ているらしい。

こんなに小さな木製製品でも、実は案外奥深い。
というのも、ただ単に音を鳴らすだけでは鳥は
寄ってこない。いかに鳥が鳴いているように音を
出せるか。まさに音を鳴らす人のセンスが思いっ
きりでるわけだ。

赤いもののほかに、木の色そのままのモノや笛
のように吹き鳴らすものもあり、ちょっとした森
にお出かけするときの御守り兼アクセサリーにも
うってつけなのである。

バードコール

このネジを回すこと
で、音の高低を調節
できる。絞めると高
い音が、緩めると低
い音が出る。

手の中であたためる
のにちょうどいい大
きさの木のぬくもり
のする本体。

鳥と
遊ぶ

金属部分を左手で持
ち、木の部分を右手
で回転させると、木
と金属がこすれて鳥
の鳴き声に似た音が
出る。

革ひもを通して首か
らぶら下げることが
出来る。

色の違うバードコール。



森の中をぶらぶら歩いていると、必ずと言っ
ていいほど、動物と出会う。その筆頭が野鳥だ。
彼らは小さな体から想像できないほど、大きな
声でさえずり、普段都会では耳にしない美しい
声を披露してくれる。勿論声を聴くだけで、気
分はかなり盛り上がるのだが、野鳥は可愛いの
で、ついついその姿を目にしたくなるものだ。
バードコールで鳥と戯れるときにも、姿をしっ
かり見るために、双眼鏡は欠かせない。

バードウォッチング用の双眼鏡として最も優
れているのは、８倍から10倍程度の倍率（倍率
が高すぎると鳥に焦点を当てるのが厳しくなる
ので、この程度で十分。）で、なおかつ対物レ
ンズ（目を付ける接眼レンズの逆側にある観察
対象物に近いレンズのこと）の大きいものを選
ぶのが良い。カメラのレンズと同じで、対物レ
ンズが大きければ大きいほど光がたくさん入っ
てくるため（だから明るいレンズを大口径レン
ズと呼ぶのだ）、明るく見えるようになる。

ただ、注意点もあって、対物レンズが大きく
なると双眼鏡自体の重さも増えてしまう。だか

ら携行に便利な大口径の双眼鏡というのがアウト
ドアライフに欠かせない。

僕は昔からNikon派なので、『遊歩大全』に掲
載されていたNikonの双眼鏡が欲しかったのだけ
れど、貧乏な学生だった時代には、それを入手す
ることが出来なかった。社会人になってあれこれ
買えるようになった時に、コンパクトで口径の大
きなNikon 8×40D CFという優れものの双眼鏡を
購入した。対物レンズの大きさは20mmから
40mm程度のものが明るくて良いので、とっても
明るい双眼鏡だった。これを持って会社の山岳部
（とは名ばかりのハイキング部）の上高地や奥日
光散策などに参加したものだった。

残念ながらこれは廃盤になってしまったが、そ
れを上回る優れものの低価格な双眼鏡が幾つも発
売されている。今一番気になるのが、希望小売価
格は10万円越えなのだが、実際にはその半額程度
で入手できるNikon MONARCH HG 8x42という双
眼鏡だ。8倍の倍率は十分な機能を持っているし、
何しろ42口径という大口径でありながら軽量コン
パクトという本当に優れものなのである。

双眼鏡

対物レンズ。この光
景が大きいと、明る
くなる。カメラのレ
ンズと同じ。
MONACH７8×42は、
対物レンズが42㎜と、
大口径で明るい優れ
もの。

マグネシウム合金を
使用し、堅牢性があ
りながら軽量でスリ
ムなボディーで、雪
山や水辺などタフな
フィールドや、悪天
候の状況でもOKな
のが嬉しい。

17.8mmとアイレ
リーフが長いため、
眼鏡をかけたままで
も見やすく、広い視
界が得られる。

ピント調節つまみ。
ある程度目測で調整
した後、実際に覗い
てピントを合わせよ
う。
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森を歩くと、野鳥に出会う。声のする方にビ
ノキュラ―（双眼鏡）を向けて探してみる。レ
ンズの中に見たことのない鳥が写ると、なんだ
かドキドキワクワクするのだ。

だけれど、そこで終わらせたらもったいない。
実際にいま目の前にいる鳥は何なのだろうか?名
前は？なんの仲間？などという情報とともに、
頭にインプットしたいのだ。

そこで登場するのが、持ち歩き可能な野鳥図
鑑。僕が愛用していたのは、日本野鳥の会から
出版されていた『フィールドガイド 日本の野
鳥』というガイドブックだった。392ページの小
さな本の中には、様々な野鳥の情報が満載だっ
た。

ただ、イラストの水準がまちまちで、レベル
の低いものがあるのが今一だ。
イラストを全て同一人物（谷口氏）にしていた
だければ、この図鑑の魅力はさらにアップする
はずだ。2015年版も発売されているのだが、今
僕が買うとしたら、迷わず手に取るのが、山と
渓谷社から出ている『日本の野鳥』だ。
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日本のフィールドで
の識別に役立つよう、
雄と雌、成鳥と幼鳥、
夏羽と冬羽といった、
種により羽の色が異な
る特徴をより分かりや
すい写真で紹介した野
鳥識別図鑑だ。約520
種掲載されていて、か
なり充実している。
1種類の野鳥に対して
写真数が多いので、鳥の特定がやりやすい。

値段が結構高いのが難点ではあるが、ずっと
バードウォッチングを続けようと思うのなら、是
非購入することをお勧めしたい図鑑だ。

そうしてフィールドで見つけた鳥を、家に帰っ
てから再度確認する場合には、『決定版 日本の
野鳥650 』（平凡社）がお薦めだ。野鳥の種数は
なんと650種。今後日本で見られるようになると
予想されている、外来種の野鳥も含まれてる。こ
んな図鑑を眺めているだけでも気分が盛り上がる。

日本の野鳥（野鳥図鑑）

2011年12月に発行さ
れた第１版を改訂し
た新版で、2016年の
発行。

写真を多用している
ところがとても分か
りやすい。

持ち運びに便利なハ
ンディー図鑑。その
場でぱっと、何の鳥
かを調べるのにとて
も便利だ。



野外に出たとき、メモを取りたいと思うこと
が僕の経験では結構あった。オートバイツーリ
ングで出かけた先で入った温泉の効能とか、雪
道を歩いているときに見つけた動物の足の形と
か、更に、キャンプに行く途中で買い物するた
めのメモ、あるいはフィールドに出たときに突
然思いついた詩的な言葉などを書き込むために、
ハンディーなノートを一冊持っているととても
便利だ。

当時、大学では黄色いミードのリーガルパッ
ドを使っていたのだが、それは薄くてフィール
ドには向かなかった。そこで一時期ロディアの
ブロックロディアを使っていた時期があった。
上綴じの格好良いメモ帳だった。大きさが何種
類かあったのだが、僕が好きだったのはNO.13
という縦6インチ（15.24 cm）、横4インチ
(10.16cm)のメモ帳だった。中身は淡いパープル
の方眼罫で、いろんなものが書きやすかった。
紙を切り取るミシン目は、マイクロカット加工
により毛ば立つことなく、メモしたらピッと切
れる軽やかさがとてもいい感じだった。

そのうちにコクヨから出ている測量野帳やモレ
スキン・クラシックノートブックのハードカバー
に一時期浮気をしてたのだけれど、最終的に落ち
着いたのが、Rite in the Rainという会社が出して
いたFIELD-FLEX BOUND BOOKというノート
だった。

大きさは縦が7 ¼インチ（18.415cm）で、横が
4 ¼インチ（10.795cm）。ブロックロディアの一
回り大きい感じのサイズだ。そしてこのノートの
最大の特徴は、水を弾き、どんな天候、場所でも
書くことができる、環境にやさしいオールウェ
ザーノートだという点だ。

Rite in the Rainは、1世紀近く前に、米国で伐採
業を営んでいたジェリー・ダーリンが起業した会
社だ。同業者が悪天候下でも耐えられる耐久性の
あるノートを欲しがっているのを知った彼は、妻
のメアリーとともに、紙のシートに特殊な防湿
シールドをコーティングし、米国で最初の全天候
型のノートを作ったのだという。現在はシアトル
の南、ワシントン州タコマに本社があり、各種の
ノートを発売している。

フィールドノート

表紙の色は、黄色の
ほかに、落ち着いた
緑、紺、ベージュの
四種類ある。野外で
落とした時に見つけ
やすい、派手な色の
ノートがお薦めだ。

普通のボールペンで
書くことが出来る防
水用紙が64枚綴じら
れている、結構厚み
のあるノートだ。

米国の直販サイトで
は、1冊14.95ドルで
販売されているが、
Amazonでは、2000
円するのが残念だ。

水をはじく完全防水
仕様のソフトカバー
ノートだ。
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キャンプの夜は、焚火を前に、友達と語り合
い、酒を飲んだりすることが専らなのだけれど、
山の中でキャンプをするときの愉しみの一つと
して、“星を見る”ということがある。

普段都会では、空を見上げることも少なく、
見上げた空には数個の星が確認できるぐらいだ。
ところが一歩街を離れ、山や森に出かけると、
満天の星が輝いている。小学校や中学校の頃、
結構星が好きで、プラネタリウムなどに出かけ
ては、星座を勉強したものだったが、最近では
北斗七星だのカシオペアはわかっても、てんび
ん座とか牡羊座ってどこにあるの？と思ってし
まう。

そんなとき便利なのが星座早見表だ。小学校
の頃には、一家に一つはあったのではないだろ
うか。今ではいろんなものが発売されているの
だが、キャンプや山に持っていくのであれば、
小さいもので十分だ。通常は直径が20cmをこえ
る大型のものが多いのだが、それは自宅に備え
置くとして、野外に持ち出すのは直系16㎝のこ
のStar Chartで十分だといえる。

渡辺教具製作所
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現場に行って使い方が分かりませんなんていう
ことにならないようにあらかじめ復習しておこう。

星座早見表には、円周部分に月日の目盛と時刻
の目盛が付いているので、月日の部分をくるくる
と回し、その時の時間の目盛りと観測する月日の
目盛りを合わせるのだ。次に観測地の経度のぶん
だけ回転盤を動かして補正する。この早見盤には
経度調整目盛りが無いので（明石の135度に合わせ
てある）、星を見ている場所が関東甲信越なら右
に、四国九州なら左に微調整する（ちなみに経度
は、google mapで自分がいる場所を長押し、下方に
ある［指定した地点］をクリックすると表示され
る。そこには例えば、（35.680742, 139.7742341）
といった数値が表示されるが、これは北緯35.6度、
東経139.7度という意味だ。したがって、厳密には
右に4度分回せばよい。）。

丸いウィンドウ内に表示されている範囲が、そ
の時間にその場所で見えている星空をあらわして
いるので、自分の向いている方角が下になるよう
に星座早見盤を持ちかえ、星空と見比べよう。そ
の時の星の名前や星座を知ることが出来るわけだ。

星座早見盤

自分が見ている方向
が南なら、南の文字
が下に来るように円
盤を持ち直せばよい。

星座や星が表示され
る部分。

星を
眺める

円周の内側の部分に
は、時間表示がある。

円周の外側には月日
の表示がある。この
部分がくるくると回
る仕掛けになってい
る。



キャンプの夜は真っ暗だ。焚火にランタンが
あるといえども、トイレにいったり、星を見に
行くときに、真っ暗なのは心もとない。そんな
ときにはコンパクトなライトが役に立つ。

僕は当時、釣り用に開発された米国FLEX-
LITE社のアジャスタブルフレックスライトを
使っていた。名前の通り、首の部分が色々な角
度に自由自在に曲がり、先端のライト部分では
明るさの焦点調節が可能となっていた。クリッ
プで胸のポケットなどに固定できるので、両手
を使う作業などに向いていた。単三電池２本使
用でとりあえず夜の用事をこなすことが出来た。

胴体部分の色合いがなんともいい感じで、今
も持っていたら、このレトロな雰囲気が受けた
のではないだろうか。

2009年にFlex lite社が廃業して手に入らなく
なってしまったのがとても残念だった。

その後入手したのが、ロサンゼルスで1968年
にドナルドケラーによって開発されたKel-Lite
だった。耐錆、耐蝕ノンストップハンドル、エ
アクラフトアルミニウムとヘビデューティーな

ライトだった。大きさはいくつかあったが、小型
のものが使いやすかった。このKel-Liteは、同社
をスピンオフしたアンソニー・マグリカによって
カリフォルニア州オンタリオで製造された
Maglite（Mag-Lite）にそのDNAが引き継がれて
いる。これは強力なハンディーライトとして現在
も広く知られている。

ただし、マグライトは首から下げておくことは
できても、アジャスタブルフレックスライトのよ
うに両手を開けて使うことが出来ない。

夜が明ける前に、日の出を見に行くときとか、
ランタンの無い場所で用事をする場合、やはり両
手が使えるヘッドライトなどが便利なのは言うま
でもない。コールマン、モンベルなどのアウトド
アブランドのヘッドライトがお勧めだ。

ペンライト

単３電池が2本入る。

シャツの胸部分に入
れたときに、ホール
ドできるクリップが
付いている。

夜を
過ごす

首の部分が自由に曲
がるので、フレック
スライトという名前
になったという。
ただ、あまり曲げ伸
ばしすると、断線の
危険があった。

この部分を回すとラ
イトが点灯する。

本体は真鍮のような
質感のスチール製

大活躍のミニマグライト
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山歩きするときや、高原歩きをするときには、
地図が必要だ。整備された遊歩道ならば、標識
があるから、地図無しでも大丈夫だが、尾瀬と
か奥日光でも、地図があると周りに見える山の
名前や、あとどのぐらい歩けばよいかなどが分
かって、とっても便利だった。

一番最初に買った地図は、日本橋のぶよう堂
で入手した国土地理院の5万分の１の地図だった。
北八ヶ岳のあたりをブラブラとするための「蓼
科山」の地図だ。その時は、ピラタスロープウ
エイの山頂駅から、縞枯山の山麓をぶらぶら歩
き、雨池に抜け、そこから麦草峠へ抜けるルー
ト。このあたりは学生時代から社会人数年目ま
で、何度か歩いた北八ツのメインフィールドだ。

双子池で一泊したり、高見沢小屋から白駒池
経由で、稲子湯まで下ったり。山口耀久著『北
八ッ彷徨』に書かれたルートをたどる時には、
この5万分の一の地図が大活躍した。

いまでこそ、事前のルートファインディング
は、スマフォでGoogle mapを開けば簡単にでき
てしまうが、当時は登山用の地図が役立った。

山と高原地図八ヶ岳 昭文社
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地図

オートバイで何度も
越えた麦草峠。ここ
のワインディング
ロードが大好きだっ
た。

白駒池一帯は、北八
ツの魅力がぎゅっと
圧縮されたフィール
ドだ。

ウィルダネス
を歩く

八千穂スキー場は、
家族でアルペンス
キーもしたし、仲間
とクロスカントリー
スキーもした懐かし
い場所。

稲子湯は山の中の秘
湯。オートバイ、エ
スクード、そして山
歩きでも入りに来た
いい湯だった。

八ヶ岳のペンション、
ドンキーハウスのお
客さん達とピラタス
ロープウエイを降り
ると、坪庭からクロ
スカントリースキー
を履き、雨池へ。
広がる雪原は若干の
アップダウンはある
ものの、のんびり雪
散歩をするのには最
高だ。

登山用の地図には、主たるルートと、その上
り下りの標準歩行時間が書かれている。ちょう
ど高校を卒業し、大学に入る春休みに、友人達
とバックパックを背負って丹沢の表尾根を塔ノ
岳まで登ったことがあった。この時は、登山用
の地図を手に、ヤビツ峠から山歩きをした。ヤ
ビツ峠から塔ノ岳までは4時間ちょっと。その日
は、大倉まで大倉尾根を下ってキャンプする予
定だったので、結構な荷物だった。途中、ブッ
シュの生える鎖場も登ったりしたのだけれど、
地図のありがたみが良くわかったのを今でも覚
えている。どうせなら大倉に降りず、丹沢山か
ら蛭ケ岳まで歩けばよかったなあと思ったりし
たが、当時はそのぐらいのハイキング気分の山
行が楽しかった。

今では、すっかり山登りからは離れ、専ら街
歩きばかりだけれど、そんなときも当時習った
地図の読み方が、google mapを見る時に案外役
立っているのに気が付く。時代が変わっていろ
いろ便利になっても、あの頃から変わらないも
のもあるのだなと思った。

大河原峠に車を置い
て、そこから双子池
を目指す。



地図を持っているなら、それをちゃんと読め
るようにしなければいけない。さらに、最大限
に地図を活用しようとするなら、コンパスは必
須だ。コンパスといっても、方位のみを知るた
めの丸いものや、ミリタリーもしくはレンザ
ティックと呼ばれるもう少し精密に方位が測れ
るもの、そして登山やオリエンテーリングに用
いられる透明な定規のセットされたものなどあ
る。僕がボーイスカウト時代にその使い方を教
え込まれたのがこのオリエンテーリング用のコ
ンパスだった。

このオリエンテーリング用のコンパスは、
フィンランドのSuuntoやスウェーデンのSILVAと
いったメーカーのものが当時から有名で、僕は
SILVAのモノを愛用していた。

このオリエンテーリング用のコンパスは、使
い方さえ覚えてしまえば、地図上で行先の方角
をすぐに確認することが出来る。5万分の１の地
図を例に取ると、まず自宅で地図上に磁北線を
引いておく。真北とコンパスの指す北が微妙に
ずれるからで、その角度は地図の端などに「磁

羅針盤

地図上の目的地をこ
こにセット

回転盤
このノースマーク
（N）が磁北線の方
角を向くように回転
盤を回転させる。

方位磁石
地図にコンパスを
セットしたまま、回
転盤（リング=ハウ
ジング）のノース
マーク（N）に磁石
のN針（ニードル）
が重なるように体を
回転させる。

このタイプは、地図
に乗せて方角を知る
タイプのコンパスだ。

コンパスの長辺に現
在地と目的地をセッ
ト。こちら側に現在
地を合わせる。

進行線
身体を回転させ、Nの針
とノースマークが一致す
る方向に合わせると、こ
の進行線（トラベルライ
ン）の先端が目的地を指
す。

目盛り
5万分の１の地図上
で距離を測れる（距
離測定目盛）。反対
側の目盛りは2万５
千分の１地図用。

拡大鏡
地図の細か
い部分を確
認できる。

磁針方位西偏」として記載されている。地図上
の現在地と目的地をコンパスの長辺に合わせ、
回転盤のノースマーク（N）を磁北線と平行に
する。回転盤のNとN針（赤針）が重なるまで体
を回転させ、矢印と赤針が重なった時の進行線
の指す方向が目的地の方角ということになる。

道がうねうねと曲がっている場合は何度もこ
れを繰り返す必要があるが、使い方さえ覚えて
おけば、自分がどの方向を向いているのか、目
的地はどっちかを知ることが出来るのだ。

最近では、スマフォにコンパスやGPSが装備
され、便利になったが、更に精密に位置を知る
必要があるなら、コンパクトGPSを使う手もあ
る。地図が表示されるGPSは、とても便利で解
り易い。

GARMIN社のハンディGPS、eTrex30
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僕らのアウトドアライフには、いつもカメラ
があった。それは高校時代に初めて清里の雪の
原を歩いた時から、いつも身近にあった。その
時僕はYASHICA ELECTOR 35というレンジファ
インダーカメラを愛用していた。同行した友人
はオリンパス ペンEEというハーフサイズフィル
ムカメラを持っていた。そういえば、アウトド
アライフの仲間たちは、皆カメラを持っていた。
だから僕らのアウトドア遊びの記録は、今でも
フィルムの上にいろいろと残っている。

僕は、その後Olympus OM2など幾つかのカメ
ラを手に持つ機会があったのだけれど、一番の
気に入りは1983年3月に出たPentaxからSuperA
というマルチモードの一眼レフカメラだった。
OlympusのOMに対抗する形で発表された世界最
小カメラPentaxのMEシリーズの流れを引く
SuperAは、「小型軽量」や「システムの広い拡
張性」といったPentaxの伝統的な路線を変化す
る事無くそのまま踏襲し、なおかつ必要な機能
がすべて盛り込まれた、高性能・高機能なコン
パクトカメラだった。このカメラを1983年4月
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Super Aのカタログ。ドンキーハウスの加藤則
芳氏と友人草野君。写真は佐藤秀明氏。

フィルムカメラ

レンズもコンパクトで、50mmのみ
ならず28mmから300mmまで何本か
のレンズを持ち歩いていた。

写真を
撮る

Pentax ME譲りの
フォルムは、電子カ
メラでありながら、
機械式カメラのフォ
ルムを残し、いい感
じだった。

superAのアクセントで
あるファインダの採光
窓。ファインダ内の液
晶を外光らせる。

本体は真鍮のような
質感のスチール製

に社会人になり初任給で手に入れた僕は、それ
から10数年の間、このカメラを使い続けること
になる。

発売当時のこのカメラのカタログは、結構ア
ウトドアの要素が盛り込まれたものだったのだ
けれど、その後1年ほどたって発行されたカタ
ログには、なんとドンキーハウスが登場し、
オーナーの加藤さんやドンキーでバイト中のア
ウトドア仲間の草野君が登場し、しかもその写
真を撮ったのが佐藤秀明さんだったとう、なん
とも凄い状態だったのに、とても驚いた。そん
なアウトドアな状態を撮るカメラとして、
Super Aが位置付けられたのは、とても嬉し
かった。

シャッターの押
しやすいレリー
ズ。シャッター
音が好きだった。

各種各モードを選択
するモードスイッチ

トップカバー左側には
巻き戻しクランクと露
出補正ダイヤルやＩＳ
Ｏダイヤル。MEに通
じる。



いくらSuperAが小さいからといっても、そこ
は一眼レフのこと、機動性という面では、若干
の制約を受ける。それでもかまわずに僕は
SuperAを持ち出していたのだが、ある日、奥多
摩の峠をいくつか越え、甲州へ至る際、途中な
んどもオートバイを止めてその美しい風景を写
真に収めたくなった。そうなるといちいちリア
のバッグからSuperAを取り出して撮影しなけれ
ばならない。そんなとき、ライダージャケット
のポケットからカメラをすぐに取り出せたら
とっても便利ではないか、そう思ったのだ。

そこで、当時主流だったコンパクトなカメラ
のいくつかを物色してみた。当時琴線に触れる
カメラとしては、オリンパスのXA、コニカの
MG／D、ペンタックスPC35AF-MDなどがあり、
あれこれ悩んでいたところ、1984年11月に京セ
ラから満を持して発売されたのがCONTAX T
だった。

CONTAXは、ツァイス・イコンのレンジファ
インダーカメラのブランドをベースに、カー
ル・ツァイスと日本のカメラメーカーヤシカ

（

1994年発売のFUJIFILMの
リバーサルフィルム、

PROVIA 100Fは現役だ。

コンパクトカメラ

蓋を開けるとレンズ
が登場する、沈胴式
のコンパクトカメラ。

沈胴式のカールツァ
イスのソナーという
38㎜ F2.8のレンズが
装着されている。

レンジファインダー。
ピント合わせはやや
心もとない。

赤い人工サファイア
のシャッター。

フィルム巻き上げレ
バーは胴体に納まっ
ている。

アルミダイキャスト
のボディは、意外と
重さがあり、高級感
が漂う。

フィルム巻き上げレ
バーも目立たない。

が組んで、1975年に販売が開始されたカメラだっ
た。その後、京セラに合併され、初めて発売され
たのが、このCONTAX Tだったのだ。レンズに
ツァイスの38mmF2.8ゾナーレンズを搭載した小
型カメラだ。TとはTiny（小型という意味）だ。

CONTAXは大型の一眼レフメインだったので、
こんな小型のコンパクトカメラが発表されたのに
はとても驚いたことをいまでもよく覚えている。
もちろん、すぐさま購入し、現在に至るまで愛用
している。なにしろ、マニュアルフォーカスのコ
ンパクトレンジファインダーカメラで、フラット
なフロントカバーを前に倒すとレンズが出てくる
というギミックが特徴の、実は厄介なカメラなの
だが、僕はこれにリバーサルフィルム（PROVIA
が1994年に発売されると専らそればかり）をこの
カメラに装填してあちこちへ持ち歩いた。
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ボーイスカウトでは、級が上がる際に、認定
テストみたいなのが行われるのだけれど、その
中に、マッチ一本で薪に火を付けられるかとい
う課題があった。キャンプの際に、毎回先輩か
らマッチで薪に火をつけるやり方を叩き込まれ
ていたので、その課題はすぐにクリアできた。
炭に火をつけるのも、マッチ１本でOKだ。

いまでは、ターボ式のライターや、焚火専用
のファイヤースターターがあれこれあるので、
そんなに苦労しなくても焚火に火を付けられる
のだが、そこはやっぱりマッチで火をつけたい。

それは僕にとって、ボーイスカウト以来、森
でキャンプする際の「儀式」的な行為でもあっ
た。そんなときに使うのは、普通の家庭用の
マッチだったのだが、どうせなら、ロウマッチ
をマッチケースの中に入れて、格好良く薪に火
をつけたいものだ。ちなみにロウマッチとは、
マッチ箱の摩擦板で擦るのではなく、靴の裏と
かコンクリートとかザラザラしたところに擦り
つけて発火させるマッチ、S.A.W. (STRIKE 
ANYWHERE MATCH) マッチのことだ。
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マッチケース

2.6cmの直径で、
マッチが6~8本入る。
長さは6.4cm。手の
ひらにすっぽり入る
コンパクトサイズだ。

素材はニッケル、ブ
ラスで、防水仕様に
なっている。

焚火
をする

ネジのように回して
蓋を開ける仕様なの
で、マッチが勝手に
出てしまうことがな
い。

このざらざらの部分
を利用してロウマッ
チに火をつけること
も可能だ。

そして、手軽にマッチを持ち歩くためのマッ
チケースは、100年以上変わらないデザインで昔
からアウトドアの世界で有名なマーブルズ社の
ウォータプルーフのマッチ用セーフティケース
にしたい。雨や湿気からマッチを守ってくれる
防水仕様で、開閉は本体をネジの様に回して開
けるため、勝手に開いてマッチが濡れてしまう
心配もない。こいつをポケットに入れておけば、
その日一晩野外で過ごすときにも、とっても強
い味方になるのである。

キーホルダーにぶら
下げることもできる。

どこでも火がつけられる



僕らがキャンプをするときに、最初にやるこ
とは、あちこちに散らばって、薪を探してくる
ことだった。キャンプの夜は、何はなくても焚
火をする。だから、そのための薪は必須アイテ
ムなのである。

テントを張って、ちょうど良い場所に焚火の
ベースを設置したあとで、料理をつくり、ご飯
を食べると、いよいよ、楽しい焚火の時間だ。

ひとしきり大きな焚火で楽しむと、そのうち、
なぜかみんなその辺に焚火を作り始め、メイン
の焚火の分家がその辺に出来上がる。それもま
た楽しい時間だった。

残念ながら、最近は環境保全のために、直火
を禁止するキャンプ場が増えたという。そのた
め、焚き火ベースとかファイヤースタンドなる
道具が売られるようになっているらしい。バー
ベキューグリルを兼用するものもあるらしいが、
それはそれ、焚火は焚火で楽しみたい僕として
は、やはり、純粋に焚火台だけの機能のものを
選びたい。そこでおすすめなのが、アウトドア
グッズ全般を取り扱うユニフレームのファイア

焚火台

4本のスチールの足
を組み合わせて作ら
れている非常に簡単
な構造の焚火台だ。

フィールドを保護す
るためにゴム足が付
けられている。

スチールメッシュの
四つ端を、焚火台の
足に接続すれば焚火
台が出来上がる。

スチールメッシュの
面積に収まるように、
薪を並べる。並べ方
によって炎の上がり
方が異なるのもとて
も面白い。

スチールメッシュの
焚火網は、下から吹
き上げる風によって、
良い具合に薪を燃や
す。

スタンドⅡだ。四本の脚を広げて網に付いてい
るピンを挿すだけの簡単構造。ステンレスメッ
シュの網が張ってあるだけなので、持ち運びも
撤収もすごく簡単で便利だ。

メッシュ部分に薪を置き火をつける。網戸の
ようなステンレスメッシュなので、風通しが良
く、薪がよく燃える。

焚火の無いアウトドアライフなど
僕らには考えられなかった。

57



オートバイに興味を持ったのは、高校時代に
読んだ片岡義男氏の小説『彼のオートバイ、彼
女の島』の影響だった。その時は、そのうち乗
りたいぐらいに思っていて、原付のモンキーと
いうコンパクトで可愛いオートバイを友達に借
りて乗るぐらいだった。高校を卒業して先に車
の免許をとってしまったので、スクーターはの
りまわしていたものの大きなオートバイの免許
を取ろうという発想がなかったのだが、アウト
ドア仲間の一人が大学に入学すると、中型免許
をとり、YAMAHAのXT250というオフロードバ
イクに乗り始めて、とっても格好良くて、中型
免許を取りたいと思い始めた。ただ、大学時代
は、勉強とバイトがとても忙しく、なかなか教
習所に行く時間がなかった。就職が決まり、卒
論を書き終え、教授にOKをもらった大学卒業の
冬に、ようやく教習所に行くことができた。す
でに原付は乗り回し、車の免許を持っていたた
め、教習所では「その辺を適当に走ってて」と
教官に放置され、最短時間で中型免許を取得で
きたのだった。
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オフロードバイク

HONDA XL250Rを踏
襲した形状の大型
フューエルタンクは、
当時憧れの形状だっ
た。

空冷・4ストローク・OHC・単
気筒のエンジンは、半球型燃焼
室RFVC、デュアルキャブレター
システムの採用によりハイパ
ワーだった。

林道等
を駆る

Tバー状のハンドル
は、取り回しがしや
すく、悪路もへっ
ちゃらだった。

サスペンショ
ンも素晴らし
く、意外と乗
り心地もいい
感じだ。

めでたく免許を手に入れたのだが、貧乏学生
の僕には、オートバイを買うのはなかなかハー
ドルが高い。そこで、初任給を頭金にと思い、
それまで、オートバイを物色することにした。
そして1983年に登場したばかりのHONDA
XLX250をその年の5月に購入したのだった。

今では、オフロードバイクというと、
YAMAHAのセロー250とトリッカー、HONDAの
CRFシリーズで、どちらもモトクロステイスト
のオフロードバイクだ。僕らが乗っていたオフ
ロードバイク（YAMAHA XTやDT、HONDA XL
など）が姿を消してしまったのがとても残念だ。

オフロード用のタイヤは、
オフロードではしっかり地
面をグリップし、一度もス
リップ転倒をしたことがな
かった。

八ヶ岳のペンション、ドンキーハウスには
オフロードバイクでもよく通った。



XLX250をひとしきり乗り回したあと、僕らが
興味を持ったオートバイは、単気筒のYAMAHA
SRだった。たまたま八ヶ岳のドンキーハウスに
オートバイで来ていたカップルがいて、彼らが
乗っていたSRがとても格好良かったのだ。

YAMAHA SRは、1978年に発売開始された空
冷4ストローク単気筒SOHC2バルブのエンジン
やキックスターター、デコンプレバー、ワイ
ヤースポークなどが装備された、ヨーロピアン
な美しいデザインのオートバイだった。当時は、
SUZUKI GSX（カタナという愛称が有名だった）
のようなかっ飛びバイク全盛の中で、まるでそ
れと逆行するかのような単気筒のクラシカルな
スタイルのオートバイは、エンジン音やフュー
エルタンクの美しさなどもあり、がっつりと僕
らの心をつかんで離さなかった。

SRは、シンプルなだけに、いろいろとカスタ
マイズできるオートバイとしても人気で、ハン
ドルやバックミラー、更にはシングルシート化
したり、マフラーをいじったりと、手を入れる
人が多かった。僕が買ったのは、1985年に発売

SR400で、奥志賀高原から須坂まで山田牧
場を抜けツーリングしたあの夏の日

オフロードバイク

美しいフォルムの
ティアドロップ型の
フューエルタンクが
特徴。

SOHCの短気筒が心
地よいエンジン音と
振動を生む。

ハンドルサスペン
ションはかなりいい
感じ。

スポークタイヤであ
ることが、このオー
トバイの魅力の一つ
になっている。

された、フロントブレーキをディスクからドラ
ムに変えるという、当時としては異例の退行的
モデルチェンジを行った奴だった。トルクのあ
る単気筒エンジンを積んだSR400は、山の登り
道では、そこいらのレーサーを気取ったかっ飛
びバイクに乗る連中など目にもくれない威力を
発揮したが、高速道路では、今にも分解してし
まうのではないかと思うほど心もとなかった。

しかし、ダートもそれほど苦にならず、アウ
トドアライフを楽しめたし、何より低音のエキ
ゾーストノートや、ドッドッドッという体の奥
深くまで伝わる振動、そしてそのフォルムの美
しさにすっかりやられたのだった。

ドラムブレー
キというクラ
シカルな装備
も魅力。
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ボーイスカウトに入団した際に、「そなえよ
つねに」というモットーを真っ先に覚えさせら
れた。ひらがな読みの「そなえよつねに」は、
最初意味が分からず、なんだそれ？だった記憶
がある。要するに「備えよ、常に」なのだ。

何に備えるのかというと、常に「心の備え」
「体の備え」「技の備え」を怠らず、生活する
ことで、人の役に立ちなさいということだった。
今なら、さながら常時BCPを意識しろという感
じだろうか。英語で書くと”Be Prepared”となる
が、これは、ボーイスカウトの創始者のベーデ
ン・パウエル卿が自分のイニシャルをもじった
ものと噂されていて、なんて目立ちがりやのお
やじ！なんて思ったものだった。

しかし、この「そなえよつねに」は非常に重
要なことであることは言うまでもない。アウト
ドアライフを楽しむときに、野外で活動するか
らこそ、さまざまなリスクが付きまとう。焚火
でやけどするとか、薪を集めているときにとげ
が刺さるとか、テントの中で虫に刺されるとか、
小さなけがは日常茶飯事。そんなときに備えて

（
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ファーストエイドキット用バッグ

誰でも取り出しやす
いように目立つ防水
のバッグに纏めてお
くと便利だ。

基本のセットに、あ
とは自分が必要だと
思うものを追加すれ
ばよい。

おけば、安心というわけだ。
では、どのような備えが必要か。基本は市販

されているファーストエイドキットを購入して
デイパックに放り込んでおくだけで安心だ。

ただ、そうはいっても、最低限必要なものは
ある。あると便利なのは、①虫刺されの薬、②
やけどの軟膏、③バンドエイド、④常備薬（下
痢、風邪、頭痛などの薬）、⑤刺抜き、⑥小さ
なハサミ、⑦爪切り、⑧脱脂綿、⑨三角巾、⑩
包帯、⑪安全ピンなどだろうか。

ちょっと本格的になると、毒虫（蜂やムカデ、
蚊やぶよなど）に刺されたり、蛇に噛まれたと
時の毒液・毒針を吸引するポイズンリムーバー
キットなどあると便利だ。

昔はそういう薬も、英語表記になっていると
なんだかとっても格好良く感じられ、わざわざ
日比谷のアメリカンファーマシーまで、買い出
しに行ったものだった。これらのアイテムを目
立ちやすい色の防水バッグに入れて常に持参す
れば、キャンプやツ―リングなどでも安心でき
るというものだ。

備えよ
常に Mont-bellのものはバッグだけだが

市販のFIRST AID KITには、一般的
に以下のよなものが含まれている。

・安全ピン
・綿棒
・ハイドロコロイド絆創膏
・ウォータープルーフ絆創膏
・包帯
・滅菌ガーゼ
・ビニール手袋
・サーマルブランケット
・はさみ
・冷却ジェル
・メディカルテープ



いざという時にあると便利なのがロープだ。
いつもボーイスカウトの時には、腰から白い
ロープをぶら下げていたのを思い出す。

ロープは、何かを結ぶだけではなく、物と物
を結ぶことで「固定する」、「ぶら下げる」、
「引きずる」などの機能がある。

キャンプでは、タープやテントをより補強す
ることもできるし、ツーリングなら、エンジン
のかからないバイクなどを車や別のオートバイ
で牽引することもできる。

出来るだけ頑丈なロープがあるといい。最低
でも人間の体を支えてくれるぐらいの強度のあ
るものを一本持っておくと、アウトドアライフ
のみならず、震災などの時にも役に立つ。そこ
で、僕は登山用のザイルを４ｍほど購入してあ
る。ＩＣＩ石井スポーツやmont-bellなどに行け
ば、メーターの量り売りをしているので、必要
な太さで必要な長さのザイルを購入することが
出来る。

僕が昔から使っているのは、スイスのレンツ
ブルクに近いディンティコンに伝統的なロープ

ロープワークの基本「もやいむすび」

ロープ

長さは用途によるが、
２~３ｍほどのもの
が使いやすい。
キャンプの際の物干
しロープとしても有
用だ。

太い物、細い物各種
あるが、細ければテ
ントやタープの補強
に、太目であれば、
オートバイの牽引な
どに使える。

ロープも各種あるの
で、好きなものを選
ぼう。これは長さで
量り売りしているク
ライミング用のザイ
ルだ。デザインや色
も各種ある。

しっかりしたロープ、
特にザイルは、いろ
いろと役に立つ。

工場があるマムントのザイルだ。150年以上の歴
史のある信頼できるメーカーなのだ。

太さはその時々でいろいろだと思うが、普段
使う場合は8.5㎜あれば十分だろう。もちろん
オートバイの牽引などには10mm以上のものが
いいのは言うまでもない。

ロープの結び方はあれこれある。例えば、人
を救助するときに利用する「もやい結び」は、
輪を作る結び方のグループの中では基本中の基
本の結び方で、「King of knots」（結びの王様）
などとも呼ばれていて、覚えておくととても便
利。ロープワークは基本さえ覚えれば、案外簡
単なのである。
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アウトドアで遊んでいると、いつどんなこと
が起こるかわからない。雪道が閉ざされて帰れ
なくなるなんてことも、大げさではなく発生す
ることがある。そんな「いざ」という時に幾つ
かの道具を常に持っていると多少なりとも安心
するものだ。これらの緊急用具は、震災の時に
も役に立つし、普段からオフィスに備え置いて
おいても良いぐらいのグッズだといえる。

その代表的なものをあげてみると、次のよう
なものが考えられる。

サバイバルシート：エマージェンシーブラン
ケットなどとも呼ばれるが、一般的にはアルミ
でできたシートで、体熱を反射させて体温を維
持する。一枚あると寒さをしのげて便利だ。最
近では特殊な素材「ヒートシート(R)」が使われ
ているものもある。
ハンドチェーンソー：木を切るのに便利な、手
動のチェーンソー。これはキャンプなどで薪を
切ったりするのにも使えるので、一つ持ってお
くと便利だ。
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緊急用具

サバイバルシート。
人が一人すっぽり覆
えるぐらいの大きさ
があり、保温性抜群
だ。一枚あるといざ
という時に便利。

手動のチェーンソー。
簡単な木ならすぐ切
れる。薪の切断にも
活躍する優れもの。

防風力の強い協力ラ
イターは、いざとい
う時に百万力なので、
必ず一つは携帯しよ
う。

エマージェンシーホ
イッスル。何かあっ
た時に思い切り吹く
と助けを呼べる。

アーミーナイフ並み
の機能をもつスイス
カード。様々なツー
ルがコンパクトにま
とまっている。

エマージェンシーホイッスル：小型ながら大き
な音が出るホイッスル。万が一の場合に人を呼
ぶ際に利用する。緊急時の身元を記す丈夫な合
成紙が中に入れられるようになっているので、
常に首からぶら下げておけば、緊急時のアクシ
デントにも備えられる。
スイスカード：スイスアーミーナイフのように
マイナスドライバー、ピンセット、ツースピッ
ク、はさみ、つめやすり、ボールペン、ピン、
クラフトブレード、スケール等様々なツールが
一枚のカードに納まっている十徳グッズ。
強力ライター：火は重要だ。マッチで焚火に火
がつけられるけれど、雨の日などはマッチでは
心もとない。そんなときに防風仕様の強力ライ
ターはとっても心強い味方になる。

他にもティッシュやウエットティッシュなど、
あると便利なものはあれこれあるが、出来る限
り荷物を少なくしながら緊急グッズも備えてお
くことがとっても重要なのである。



僕らが高校生の時に、登山用の食料といえば、
アルファー米にレトルトカレーか、インスタン
トラーメンと相場が決まっていた。1970年代に
フリーズドライという技術が日本でもスタート
し、多少なりともその恩恵は被ることが出来た
のだが、それでも、その食事の範囲はかなり狭
かったのを記憶している。

軽くて美味しくて、腹を満たすものというの
はなかなか難しい矛盾をはらんでいる。新鮮な
ものは水分が多くかさばるし重い。料理道具は
最低限に留めるとなると、キャンプ地でちゃん
とした料理をするというのは、長期間歩くよう
なバックパッキングやトレッキング、登山では
望むべくもなかった。

たぶん当時は、「出来る限り美味しいものを
頑張って持って行く派」と「食事は二の次、と
にかく軽くしたい派」に二分していたのではな
かったか。

あれから40年近くたった今では、美味しい物
派も軽い派も両方を満たす携帯食料というのも
ずいぶん増えた気がする。

携行食糧

パスタの種類もいく
つか選べるのが嬉し
い。

カップ部分がないの
で、携帯に便利だ。
シェラカップなどに
入れて湯を注ぐだけ。

カップヌードルのリ
フィルバージョン。
このままシェラカッ
プなどに開け湯を注
ぐだけで、カップ
ヌードルが食べられ
る。

鍋にあけ、湯を注ぐ
と、5分で美味しい
パスタが食べられる
優れもの。

僕らも、最初は軽いけれど美味しいアウトド
ア用の食品をあれこれ探したものだった。当時
宇宙食用に開発されたものなども話題に上った
が、実際にキャンプや山歩きに持って行ったこ
とはなかった。

主にレトルトカレー（ハウスククレカレーと
ボンカレーはどちらが旨いかなどという論争も
したことがあった。）やフリーズドライのスー
プなど（今ではたまごスープからオマールエビ
のビスクまで揃う。）がメインだった。

久しぶりにICI石井やmont-bellを覗いてみると、
携帯食品のコーナーには、湯を注ぐだけの手軽
でおいしいパスタやインスタントラーメンなど
があれこれ並び、どれを選ぶか目移りするほど
だ。その中でもパスタには一過言有る僕が、こ
れはいけると思ったのがソル・レオーネ エスプ
レッソパスタだ。沸騰した湯にそのまま中身を
入れて温めれば出来上がりという手軽さなのに、
なかなかいけるのが嬉しい。種類も豊富なので、
非常用に購入する手もあるかもしれない。カッ
プの無いカップヌードルもお勧めだ。
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アウトドアを読む
昔から、日本の登山家にはインテリが多かった。昭和になって山についていろ

いろ書かれた本は、木暮理太郎、尾崎喜八、今西錦司、浦松佐美太郎、串田孫一
など、文化人類学者であったり、詩人であったり、哲学者であったりと、格調高
い文章を書ける人たちが多く手掛けてきた。

一方、アウトドアライフに関する本は、米国から渡ってきたこともあり、ヘミ
ングウエイの小説などを別にすると、どちらかというとアウトドアライフ自体が
若者文化を中心としたカルチャーだったため、文学的色彩を持つというよりも、
ファッショナブルな文化論的様相を呈し、部分的に情緒的な要素はあるものの、
どちらかというとマニュアル的な内容のものが多く見受けられた。

だけど、どちらも甲乙つけ難いくらい僕には面白くて、様々な本を読み漁った
ものだった。

そこで、バックパッキングを日本にもたらした『遊歩大全』から片岡義男まで、
僕にとってのアウトドアを語る上で外せない本をここでは並べてみることにした。



『バックパッキング入門』 芦澤一洋著

『遊歩大全』を翻訳した芦澤氏の、彼なりの遊歩大全がこの
『バックパッキング入門』だ。今読んでもそこに流れるバック
パッキングの基本精神は全く古びず今に至っている。もちろん、
多くの頁が費やされている各種道具の数々は、今やもっと進化
した魅力ある商品として僕らの目の前に登場しているが、それ
らのアイテムは、彼が並べて見せた道具類のDNAを受け継ぎ進
化したものがほとんどだといえる。この本を含め、早くから山
歩き、特にバックパッキングの魅力やフライフィッシングの楽
しさを日本に伝えた芦澤氏の功績はとても大きい。

芦澤氏の本は、他に『アーバンアウトドアライフ』、『バッ
クカントリーをめぐるとっておきの14話』、『フライフィッシ
ング全書』、『故郷の川を探す旅』など数多くあり、幾たびと
なくこれらの頁をめくったものだった。

発行：1976年
出版：山と渓谷社
ISBN：978-4635048613

『ヘビーデューティーの本』 小林泰彦著

芦澤一洋氏の『バックパッキング入門』挿絵を描いたのが小
林泰彦氏である。ポパイをはじめ、多くの雑誌にイラストを掲
載し、アイビーにアウトドアファッションを組み合わせたヘ
ビーデューティーファッションを世に知らしめた人として広く
知られている。芦澤氏の本が、アウトドアライフの精神を説く
本であるなら、小林氏の本は、まさにそれを実践して楽しむた
めの工夫本だといえる。山を歩くからといって、機能のみを重
視した服や靴ではなく、機能性はもちろんのこと、もっとお洒
落なヘビーデューティーを山でも都会でも楽しんでしまおうと
いう工夫が満載なのである。折しもハマトラ全盛の時代にあっ
て、この本が一石を投じたヘビーデューティーファッションは、
僕らにとってあこがれの的だったことは言うまでもない。

発行：1977年10月
出版：婦人画報社（現在山と渓谷社から復刻）
ISBN： 978-4635047616

『遊歩大全』 コリン・フレッチャー著

日本にアウトドアライフを紹介したのがまさにこの『遊歩大
全』（The New complete Walker)だった。著者のコリン・フ
レッチャーは、グランドキャニオンウォーキングなど、紀行文
学で有名なイギリス人で、徒歩紀行の名手ともいわれていた。

『遊歩大全』は1968年に出版されると、米国で一躍人気を博
したが、日本では芦澤一洋氏の翻訳で1978年に上下巻で発行さ
れ、その後、改訂版、復刻版と数回にわたり出版されている。
約1,000ページに及ぶバックパックのハウツー本で、自然の中を
歩く歓びそのものから始まり、ウィルダネスを歩き通すのに知
識や道具などの紹介が続く。まさにバックパッキング、否、ア
ウトドアライフそのものの教科書なのである。現在もヤマケイ
文庫で入手可能。

発行：2012年12月
出版：山と渓谷社
ISBN：978-4635047524
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『山の絵本』 尾崎喜八 著

詩人尾崎喜八の名前は、今の若い人たちからは遠く忘れ去ら
れてしまっているに違いない。彼はロマンロラン、ヘルマン
ヘッセの著書を翻訳して日本に最初に紹介した詩人である。

1935年に出版された『山の絵本』は、『山小屋』などの雑誌
等に連載された短文を集めたもの。木々や小鳥、雲の様子など
を通じて水彩画のような情景描写だけの山行を静かなトーンで
語る。その山行の多くが身近な低山徘徊である点に親近感も覚
えるのだ。山のみの愉しみではなく、山に行くとこんないろん
な楽しみがあるんだということを、詩人尾崎はこの本に見事に
表現しているのである。

発売： 1993年5月
出版: 岩波書店
ISBN：978-4003114018

『定本 野鳥記』 中西悟堂 著

我が家の本棚には古い一冊の本があった。『鳥の山旅』とい
う1946年発行の中西悟堂の書いた本だった。低山徘徊の好き
だった両親が、江古田の古本屋で見つけてきた本らしく、今で
は入手困難な本である。この本をぱらぱらとめくっているうち
に、野鳥にかける愛情のあまりの強さから、中西悟堂がまるで
野鳥界の南方熊楠のように思えて仕方がなかった。日本野鳥の
会は、そんな彼が設立した組織だった。

芦澤一洋氏が『アーバンアウトドアライフ』で『定本 野鳥
記』を取り上げているのを読み、本屋で全16巻を取り寄せても
らったのは、NYから戻って来た1991年のこと。当時はまだ本屋
に在庫があったが、さすがに今は中古本しか出回っていないよ
うだ。縁あって今はこの本は、知人の書庫に納まっているが、
時々取り出してぱらぱらとめくりたくなる本である。

出版：1965年
発行：春秋社

『山のパンセ』 串田孫一著

哲学者であり随筆家でもある串田孫一の代表的著作『山の
パンセ』。初めて紐解いたのは、中学時代だった。ページをめ
くると山にまつわる思想、思索が美しい言葉で綴られていた。
紀行もいくつか掲載されていて、いつか一人旅がしたいと思わ
せる内容だった。井上靖の『氷壁』を読んで、山の文学に惹か
れ、あれこれ山関連の本を漁った記憶がある。その時に出会っ
たのがこの『山のパンセ』だったはずだ。

この本は、1957年に実業之日本社から出版され、評判となり、
62年『山のパンセII』、63年『山のパンセIII』が出版されたが、
1972年には1冊に合本されて『山のパンセ』となり、集英社文
庫、岩波文庫にも収まっているが、現在はヤマケイ文庫として
復刻している。『菫の時間』とともに僕の愛読書だ。

発行：2013年9月
出版：山と渓谷
ISBN：978-4635047654



『日本の川を旅する』 野田知祐著

日本にファルトボートで旅することを広めた、カヌーの第一
人者、野田知祐氏の日本の川をカヌーで下る旅行記だ。日本の
自然保護の在り方、釣り人の偏屈さ、ダムを造りたがる行政へ
の批判など、日本の川の素晴らしさとともに随所にそんな彼の
思想が埋め込まれている。北は北海道の釧路川から、南は九州
薩摩の川内川まで、日本の川をファルトボートで旅しながら、
野田さんが何を思い、どのように暮らしたかの重要な記録なの
である。あれから35年、日本の川はますますカヌーがしにくく
なり、ダム建設の話は消えてなくならない。自然のままの川を
残すことが、なんで日本ではできないのだろうと、この本を読
み返して改めて思ったりする

発行：1985年7月
出版: 新潮社（文庫）
ISBN：978-4101410012

『北八ッ彷徨』 山口輝久

ドンキーハウスで加藤さんに「これは読んでみるといいよ」
と勧められたのが山口耀久著『北八ツ彷徨』だった。

山の文芸誌『アルプ』の編集に参加し、串田孫一らと300号
の終刊まで委員を務めた山口氏は、若いころから日本の山を登
りまくったハードな登山家だったが、この本に登場する北八ヶ
岳は、詩的で叙情的な景色を見せてくれる。静かな思惟の森を
歩く時、いろいろなものに思いふけり、時には、そんな森で仲
間と遊ぶ。情緒的、感傷的山行記録と毛嫌いする人もいるよう
だが、実際歩いてみればよくわかる。北八ツの朽ちた倒木や、
古い岩石や湿っぽい土とまじったなつかしい苔の匂いは、まさ
に北八ツの森を彷徨する人間に思惟の時間を与えるのである。

主稜線を辿るだけでなく、裾野から稜線をめがけて、森を旅
するように歩くことの楽しさを教えてくれる珠玉の一冊だ。

発行：1960年
出版：創文社（現在は、平凡社から出版されている。）

『雨の日の釣師のために』 D&Gパウナル 著

雨の日は外に出るのが億劫だ。でも、気持ち的にはそんな雨
の中でも野遊びをしたくなる。そんなときのために編集された
のがこの『雨の日の釣師のために』という一冊だ。 1980年にパ
ウナル親子が６５編の釣文学を集めロンドンで出版した本を
ベースに、開高健がその中から30編を選び、5編を追加して日
本語版として出版さしたものだ。雨の日にアームチェアーに
座って、香り高いコーヒーを飲みながら、釣りに出かけた気分
になるのには打ってつけの本なので。

ちなみにこの本を手掛けた開高健の『オーパ！』や『フィッ
シュ・オン』などの各種釣り関連の本もお勧めだ。

発行：1991年9月
出版:ティビーエス・ブリタニカ
ISBN：978-4484911168
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『コーヒーもう一杯』 片岡義男著

作家片岡義男という人の作品は、もしかすると、この一冊に
すべてが圧縮されているのではないかと思うほど、様々な方向
に向いたエッセイ集だ。珈琲のこと。ペーパーバックのこと。
南の島のこと。オートバイのこと。ややセピアに染まったペー
ジをめくると、昭和の良き時代の、けれど少しも古びない乾い
た風が吹く。テントから見上げる満点の星空や、雨の夜に読む
ヘミングウェイ。アリゾナの荒野に沈む太陽。

一番好きなのは、自分でブレンドした紅茶をティーバッグに
して、それを持って郊外に出かけ、コンパクトストーブで丁寧
に淹れ愉しむ。自分だけの熱い紅茶に口をつける時、いつも素
敵な風が吹き抜けていくのは何故だろう、というこの本に収録
された「風と紅茶の一日」という小品エッセイだ。

発行：1980年10月
出版: KADOKAWA
ISBN：978-4041371121
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『われらは怪しい探検隊』椎名誠 著

沢野ひとしとともに、一時期椎名誠には嵌ったものだった。
なにしろこの表紙。沢野ひとし氏の傑作イラストである。この
表紙からして、面白くないわけがないのである。

この『われらは怪しい探検隊』が僕にとっての椎名作品の原
点だった。なにしろ、潮騒うずまく伊良湖の沖の神島で、「東
日本なんでもケトばす会」ご一行様が「キャンプしたぜ！」と
いうだけの、そんな話なのだ。しかし、その「キャンプしただ
け」がやたらハチャメチャで楽しい。素人集団のキャンプ話が
こんなに面白いとは思わなかった。仲間10人とキャンプで盛り
上がれば、確かに楽しいよなあという、その楽しいをこれでも
かと文面に押し込めた、椎名文学の傑作なのである。

発行：1982年5月
出版：角川書店
ISBN：978-4041510018

『低山徘徊』 小林泰彦著

小林泰彦氏は、『ヘビーデューティーの本』のところでも紹
介したとおり、ポパイや芦澤一洋氏の本など、幅広く活動して
きたイラストレーターである。しかし、彼自身もまた、アウト
ドアライフを深く愛する一人だった。

彼のだした画文集、『低山徘徊』は、全国の町から比較的近
い「近郊の山」をぶらぶらと歩くためのガイドブックだ。低山
徘徊の楽しみをワクワクと描いたイラストは、眺めているだけ
で、外に飛び出したような楽しさを味わうことが出来る。

発売：1984年02月
出版：山と渓谷社
ISBN：9784635770040



『カントリースタイルの食卓』 加藤光子著

加藤則芳さんとともにドンキーハウスを切り盛りし、美味し
い料理の数々を僕らに食べさせてくれたミーコ（光子）さんの
レシピ本。佐藤秀明さんの美しい写真とともに、暮らしにもっ
とナチュラル・テイストを取り入れるというコンセプトのもと、
四季折々に合わせた料理から生活全般にわたってカントリース
タイルの食卓を提唱する内容になっている。

ミーコさんはドンキーハウス、長野県富士見市乙事の森での
生活を経て、則芳さんとは別の道を歩くことになり、東京で料
理教室、国立でMKキッチンを開設したが、病気のため2016年
11月に逝去。

まさに、僕にとっては料理の師匠だった光子さんのこの本は、
教えてもらった数々のレシピと伴に、僕の大切な宝物だ。

発行：1997年11月
出版：地球丸
ISBN：978-4-925020-24-4

『八ヶ岳の森から』 加藤則芳著

角川書店（現KADOKAWA）の編集者を退職し、八ヶ岳山麓で
ペンションを始めた加藤さんのエッセイ。第一弾は『ぼくのペ
ンションは森の中』で、主にペンションを始めるまでのいきさ
つが描かれていたが、これは、ペンション開始後の10年の八ヶ
岳の四季の中で遊び思ったことや加藤さんを巡る人たちの話が
描かれている。写真家佐藤秀明さんと加藤さん家族、そしてそ
の友人たちと、信濃川の源流でキャンプをした日のことも描か
れているが、僕もここでは実名で登場する。あのキャンプの日
の栗ご飯が美味しかったことを今でも思い出す。この続編の
『森の暮らし、森からの旅』を出版されたのち、加藤さんはロ
ングトレイルを歩き始め、アパラチアン・トレイルやジョン
ミューア・トレイルなどを踏破し、2013年病気で逝去するまで、
多くの著作を残している。

出版：昌文社
発行：1990年4月
ISBN：978-4794958778

『カヌーで来た男』 片岡義男 野田知祐著

作家片岡義男氏と、片岡氏の文庫の表紙作品を撮影して
きた写真家佐藤秀明さんのタッグは、『海から100マイル』
という、八ヶ岳のドンキーハウスを舞台に行われた対談集
で実現しているのだが、片岡氏とカヌーイスト野田知祐氏
の対談に、写真は秀明さん、モデルにライダーの三好礼子
さん（片岡作品の表紙モデル）というなんとも贅沢な作品
が、この『カヌーで来た男』だ。

京都と東京で行われた対談で、野田氏の経歴やカヌーに
対する思想、そして片岡さんの自然観などが明らかになる
名著である。秀明さんの写真も美しい。

発行：1985年8月
出版：昌文社
ISBN：978-4794970152
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“Travel Photography“
旅の記憶を引き出すための旅の記録。

ヨセミテ

ヨセミテ国立公園（ヨセミテ）は米国カ
リフォルニア州にある国立公園。中心はヨ
セミテバレー（ヨセミテ渓谷：Yosemite 
Valley）とよばれる場所だ。敷地内は、無
料の電気バスが運行していて、車は日本の
上高地同様駐車場までで原則通行禁止。自
然保護が行き届いている。

米国最大の落差を持つヨセミテ滝
（Yosemite Falls)や、半円形の美しいハー
フドーム(Half Dome)、花崗岩の一枚岩とし
ては世界一の大きさを誇るエル・キャピタ
ン(El Capitan)など、雄大な自然を楽しむこ
とができる、バックパッカーやアウトドア
ピープルの憧れの地なのである。

トンネルビューからヨセミテの山々を眺める。
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ヨセミテ国立公園



ヨセミテが国立公園として指定され、保
護されてきた背景には、ガレン・クラーク
(Galen Clark) やジョン・ミューア (John 
Muir) といった先達の貢献を忘れることは
できないが、もう一人ヨセミテを語る時に
忘れてはいけなのが、写真家アンセル・ア
ダムス（1902−1984）だ。

アンセル・アダムスは、米国を代表する
自然写真家で、カリフォルニア州ヨセミテ
渓谷やシエラネバダ山脈を撮影したモノク
ロの作品は、“風景写真の古典”となり、今
なお、多くの写真家をインスパイアしてや
まない。

多くの人を魅了する彼のヨセミテを撮影
したモノクロ写真は、ヨセミテ自体の魅力
を広く世界中に伝えてきたといっても過言
でない。かくいう僕も、彼の写真を見て、
一度はヨセミテに行かなくてはならないと
思っていた。

71

花崗岩の一枚岩として世界一の大きさを誇る
「エル＝キャピタン」

ブライダルベースフォール
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アンセル・アダムス
のヨセミテの作品は、
『YOSEMITE』に凝
縮されている。

ヨセミテを訪問できたのは、僕が大学
3年の夏休みだから、今から37年も前の
ことだ。サンフランシスコからは車で約
3時間半の距離にあるヨセミテは、広大
なバックカントリー、数々の岩山群や雄
大な滝、鱒などが泳ぐクリーク（マーセ
ド川）などで形成されている。少し歩け
ば、野鳥や野生動物にも出会える、まさ
に自然動植物の宝庫だった。

当時のポジフィルムがまだ我が家に
残っていたので、ひっぱり出してスキャ
ンしたのがこれらの写真だ。当時の僕の
写真がアンセル・アダムスのように撮れ
ているわけもないが、その広大な自然の
一端を、当時は友達に紹介できるぐらい
には、撮れてたのではないだろうか。

かのApple Inc.の創設者のひとり、ス
ティーブ・ジョブズは、アンセル・アダ
ムスのファンだったといわれ、ヨセミテ
で結婚式を挙げている。

あれから37年、機会があったら是非ま
たあの広大なヨセミテを歩いてみたいと
思う。

ヨセミテのシンボル的存在である巨大な岩壁
ハーフドーム



スナップの楽しみ

太陽の位置を考える

アウトドアでスナップを撮る時、特に

意識するものとして、太陽の位置がある。

ふらふらと街を数時間スナップするのと

違って、アウトドアライフは、基本一日

中、外にいることが普通だ。

キャンプの朝、寝ぼけ眼でガスストー

ブに火を入れ、その日最初のコーヒーを

飲むときの太陽の位置、オートバイを走

らせ、峠を越えるときの太陽の位置、テ

ントを張って、薪を拾い集めるときの太

陽の位置、そして森の中の太陽の位置な

ど、常に太陽の位置を考えることになる。
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軽井沢ハルニレテラス付近

順光の最大の特徴は色が鮮やかに出ることだろう。地上の明暗差が少なく露出が決まりやす

いという特徴がある。ただ、影が出来にくので被写体はフラットで印象の薄い写真になりやす

い。その点、サイド光では陰影がはっきり出来やすくメリハリのある描写になる。写真に浮き

立つような立体感が生まれるというメリットがある。さらに、逆光では写真により強いインパ

クが生まれやすい。被写体の輪郭がよりはっきりして立体感も目立つので、積極的に狙いたい

光となる。被写体をシルエットにしたり、葉っぱなどを透かしてみたり（透過光）、ストロボ

を使って日中シンクロしてみたりと撮影方法のバリエーションも豊かなのが嬉しい反面、背景

（空）と地上の明暗差が激しくなるので撮影は難しいし、下手に太陽を入れるとゴーストやフ

レアが発生する。思い切り絞ったり、ハレ切りをしたり、フィルターを使うなど工夫をしよう。

アウトドアでこれらの太陽の位置を確認しながら撮るとして、最後にもう一つ、とっても重

要なことがある。それは、どの方向の光を撮るにせよ、“朝方や夕方の時間帯の光”が適してい

るということだ。朝方夕方の傾いた太陽光は日中のギラギラした太陽光と比べて柔らかいため、

陰影が出来過ぎることがなく、逆光やサイド光での撮影にはもってこいなのである。

逆光

対象物

カメラ

サイド光

半逆光

斜光
（半順光）

順光



［季節の花を楽しむための写真図鑑］

花図鑑 カタクリ

カタクリ（片栗、学名：Erythronium
japonicum Decne.）は、ユリ科カタクリ属に
属する多年草。古語では「堅香子（かたか
ご）」と呼ばれていた。

早春に10 cm程の花茎を伸ばし、薄紫から
桃色の花を先端に一つ下向きに咲かせる。蕾
をもった個体は芽が地上に出てから10日程で
開花する。花茎の下部に通常2枚の葉があり、
幅2.5-6.5 cm程の長楕円形の葉には暗紫色の模
様がある。地域によっては模様がないものも
ある。開花時期は4-6月で、花被片と雄しべは
6個。雄蕊は長短3本ずつあり、葯は暗紫色。
長い雄蕊の葯は短いものより外側にあり、先
に成熟して裂開する。

日中に花に日が当たると、花被片が開き反
り返る。

地上に姿を現す期間は4−5週間程度で、群
落での開花期間は2週間程と短い。このため、
ニリンソウなど同様の植物とともに「スプリ
ング・エフェメラル」（春の妖精）と呼ばれ
ている。（Wikiより）
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Nikon D200, TAMRON 90mm F2.8 macro



野外に行ってもお茶やコーヒーは飲みたいものだ。できれば妥協せずに美味しいものを飲みたいの
で、車やオートバイということであるのなら、日常で使っている道具とお茶やコーヒーをそのまま持
ち込んでしまえばいい。

一方で、基本歩くという時は、出来る限り荷物を減らしたいので、コンパクトで軽い物をという選
択肢になる。だからずっとトレッキングなどの際にはティーバッグの紅茶だったのだけれど、すっか
り山歩きなどしなくなった最近になって、面白いものを発見した。

TEA BREWER BAGと名付けられたそれは、ティーバッグではないけれどとてもコンパクトに茶器を
使わずに茶を淹れることができる優れものだ。「ティーバッグのように手軽、ポットで淹れるほど美
味しい」というコンセプトそのまま、20cm四方のバッグの中に、普通の茶葉が仕込まれていて、そこ
に湯を注ぎ、茶器を使った場合と同様に蒸らす。バッグの一か所に設けられている口を開けて、カッ
プなどに抽出すると、かなり美味しいお茶を飲むことが出来るというわけなのである。

このTEA BREWER BAGは、デンマークのThe Brew Companyによって2013年に開発されたものだと
いう。最初は、珈琲からスタートし同時にお茶用のものも開発。さらに2017年には有機ハーブも手掛
けるようになったという。お茶の種類も複数用意され、茶器がなくともそれなりのお茶を淹れたいと
いうアウトドアピープルには、まさに打って付けのアイテムだといえるだろう。

75

茶の快楽 その19
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東京の鬼門を守る神田明神の鳥居をくぐって神門
にたどり着く間の短い参道に居を構えるのがOTSU 
COFFEE（乙コーヒー）だ。ちょうど鳥居から神社
方向に歩くとすぐ左手に趣のある店が佇んでいる。

昔ながらのガラスをはめ込んだ引き戸を開けて店
内に入ると、古い商店をリノベーションし木をたっ
ぷりと活用した暖かみのある落ち着いた雰囲気が目
に入る。手前の厨房に面してカウンター席が数席。
その席と背中合わせの壁際にもカウンター席が数席
ある。そして一段高くなったところにテーブル席が
何席か用意されているが、もちろん僕は厨房に面し
たカウンターの一番端に座って、珈琲とチーズケー
キを注文した。コーヒーは、全てネルドリップで淹
れられる。

メニューに並ぶ珈琲は、ガテマラ(中煎り) 、コロ
ンビア(深煎り)などと、どれもこだわりのありそう
なものばかり。でも、僕は初めて来た店では、大抵
ブレンドを頼んでみることにしている。その店のオ
リジナルブレンドは、その店を評価する基準になる
からだ。ブレンドには深煎りの１番と中煎りの2番
があるが、もちろん僕は1番を注文してみた。コク
のある苦味の美味しいコーヒーだった。

チーズケーキだが、一言で言うと、プリンのよう
に滑らかだった。クリーミーでとろけるような食感
とでもいうのだろうか。コーヒーと良く合う美味し
いチーズケーキだった。

店は女性三人で切盛りされていたが、とても丁寧
な接客で好感が持てたのはうれしいことだった。

旅のcafe No.19

（乙コーヒー）
電話：03-3253-4600
住所：東京都千代田区外神田2-18-13
営業：11:00～21:00(土・日・祝～18:00)
定休：火曜日



僕の山遊びは、八ヶ岳周辺がメインだったが、志賀
高原をオートバイで走り、戸隠でキャンプをし、上高
地や北アルプス山麓をトレッキングするなど、長野を
起点にした遊びもあれこれしたものだった。

何処に出かける場合でも、帰りに大抵自分に土産を
買って帰るのだが、長野に行くと毎回買うのが利休堂
の「ゆきげ杏」か丸六商店の「杏しぐれ」だった。

杏というと、すぐ思い出すのは、3月から4月に咲く
ピンク色の桃や桜に似た花のこと。日本一と言われる
のが長野県千曲市で、ここでは、例年10万本以上とも
言われる杏の花が咲き乱れ里山を埋め尽くすのだとい
う。そのため、千曲市森や長野市安茂里は、杏の里と
して知られるようになった。

利休堂は、その杏の実を主として、長野市に50年ほ
ど前に創業した杏菓子専門店だ。杏の生ゼリーを種菓
子に忍ばせたひとくちサイズの最中“あんず媛”、蜜を
たっぷり含ませた干杏を紫蘇の葉で包み杏のエキスに
漬け込んだ“しそ巻杏”、シロップ漬けの“森乃杏”など、
各種の杏菓子を製造している。その中でも「ゆきげ
杏」は、杏の里千曲市森の特産の干杏を独特な製法で
丹精こめ練りあげた杏菓子だ。周りに雪を思わせる砂
糖をまぶしてあり、杏のさわやかな甘酸っぱさと砂糖
の甘さが、お茶請けとしても最適なのである。

利休堂（販売店）
住所：長野市問御所町1250-3
電話：026-267-5128
営業：10:00~18:00
定休：不定休
http://www.rikyudo.jp/
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旅のSweets No.19 利久堂のゆきげ杏



土堂の突堤＠尾道

今日の一枚
若かりし頃は、山ばかり好きだった。山を

中心に旅してばかりいた。
それが30代になると、南の島めぐりもそれ

なりに楽しめるようになった。例えば、バリ、
キーウエスト、バハマ、沖縄などの素敵な海
に出かけて行った。

でも、海はなんとなく山よりも怖い。どこ
がどうとは言えないが、その広さとか深さと
かを、閉所＆高所恐怖症の僕は、逆の意味で
生理的に怖いと思ってしまう。

そんな海の中にあって、瀬戸内海だけはな
んとなく安心できる海という印象がある。も
ちろん海なのだから、荒々しい表情を見せる
ときもあるのだろう。それでも、海面をキラ
キラと輝かせながら、穏やかな表情を見せる
海こそが瀬戸内海だ！という勝手な思い込み
のせいで、ほっとできる海 ”No.1”なのだ。

その原風景が、この尾道の土堂の突堤にある。
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Voice From Editor
のが面白いです。

そんなことをあれこれ思い出しながら取り組ん

だ今回の特集では、昔愛用したアウトドアグッズ

を引っ張りだしたり、昔撮った写真のフィルムを

再度スキャンしたり、楽しい時間を過ごしました。

そして、昔よく読んでいた本をあれこれ読み返し

たり、アウトドアグッズの店を覗いたりしました

が、また、あの頃みたいに、自然の中をカメラを

持って歩きたくなりました。そのうち、是非北八

ツの森を彷徨したいものです。もっとも、そのた

めにはたるみ切った体をどうにか改造しなければ

いけませんが・・・。

さて、次号は 月末発行を目指して、新たにあれ

これ画策することにします。乞うご期待！

企画・編集 平田公一

79

10代後半から30代半ばまで、アウトドアライフ

という言葉が、常に身近にありました。バック

パッキングとかヘビーデューティーなどという言

葉を借りて、自然の中であれこれ遊んだ記憶は、

今も鮮明に僕の中に存在しています。

丁度バブル期の巷がざわざわしていた時期でも、

僕らは、都会の喧騒を嫌い、オートバイや車を

駆って八ヶ岳の森などに出かけたものでした。

実は僕はゴルフをやりません。社会人で、それ

なりの地位の人間の多くは、ゴルフを通じて、さ

まざまな業界の人種たちとコミュニケーションを

取り人脈を広げていきます。でも、自然の山を切

り開き、除草剤をまき散らし、自然を壊して来た

ゴルフ場建設の片棒を担ぐような気がして、どう

してもゴルフをする気にはなれませんでした。そ

れは、やっぱり、自分という人格を形成する時期

に、自然の中で遊ぶことを知ってしまったからな

のかもしれません。

そんな自然の中の遊びを通じて、多くの友達が

出来、そして素敵な大人たちと出会い、多くのこ

とを学んできました。この時代に多くの時間を共

有した友人たちは、昔のように一緒に遊ぶことが

少なくなったいまでも、どこかでつながっている

－ Ⅱ

季刊 Darjeeling Days

バックナンバーのコンテンツは、
サイトからご参照いただけます。
http://www.tearecipe.net/dd/
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